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外
相
グ
レ

l
宛
公
使
ホ
ワ

l
ド
報
告
に

現
わ
れ
た
「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
に
つ
い
て

第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
一
つ
の
国
際
政
治
過
程早

島

Z英

帝
国
主
義
は
常
に
少
数
支
配
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
決
し
て
単
一
支
配
で
は
な
い
。
即
ち
帝
国
主
義
の
時
代
と
は
一
国
家
が
国
際
社

会
を
単
独
で
支
配
し
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
し
て
国
際
社
会
を
総
体
的
に
支
配
す
る
一
個
の
主
権
国
家
が
存
在
し
得
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

帝
国
主
義
列
強
の
協
商
と
同
盟
が
生
ず
る
。
協
商
と
云
い
同
盟
と
称
す
る
も
こ
れ
ら
は
全
て
一
の
過
程
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
決
し
て
自
己

完
結
的
な
も
の
で
も
恒
久
的
な
存
在
で
も
な
い
。
結
合
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
支
配
の
維
持
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
定
の
条
件

下
に
選
択
形
成
さ
れ
た
結
合
関
係
が
例
、
え
ば
三
国
協
商
で
あ
り
三
国
同
盟
で
あ
っ
た
。

一
九
一
四
年
の
戦
争
が
双
方
の
側
よ
り
す
る
帝
国

主
義
戦
争
で
あ
る
こ
と
は
、
開
戦
二
年
を
経
ず
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
大
戦
が
三
国
協
商
と
三
国
同
盟
に

整
然
と
分
れ
た
こ
陣
営
に
終
始
一
貫
し
て
遂
行
さ
れ
、
か
っ
、
こ
の
「
双
方
の
側
」
が
固
定
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
皮
相
な
観

察
で
あ
る
。
協
商
も
同
盟
も
単
に
一
個
の
選
択
さ
れ
た
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
定
の
条
件
下
に
形
成
さ
れ
た
一



2 

つ
の
段
階
に
す
ぎ
な
い
。
問
題
は
こ
の
特
定
の
結
合
関
係
を
可
能
に
す
る
条
件
に
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ

条
件
の
変
化
は
結
合
関
係
に

推
移
を
も
た
ら
す
。

そ
れ
は
結
合
の
強
化
で
あ
り
得
る
し
解
体
で
も
あ
り
得
る
。

一
九
一
五
年
の
イ
タ
リ
ア
と
一
九
一
八
年
の
ソ
ヴ
ェ
ト

ロ
シ
ア
は
そ
の
著
名
な
事
例
で
あ
っ
た
。

秘
密
外
交
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
秘
密
外
交
が
、
帝
国
主
義
戦
争
と
し
て
の
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、

そ
の
古
典
的
時

帝
国
主
義
を
国
際
政
治
過
程
と
し
て
把
握
す
る
と
き
、
国
際
政
治
過
程
の
主
要
な
規
定
要
因
と
し
て
の
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
条
件
と

結
合
形
態
や
条
件
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
結
合
形
態
の
推
移
に
関
す
る
研
究
は
重
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
結
合
条
件
は
少
数
支
配
内
部
の

対
立
関
係
と
、
支
配
す
る
少
数
に
対
す
る
被
支
配
多
数
の
対
抗
関
係
か
ら
生
ず
る
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
関
係
は
相
互
規
定
的
で
あ
る
。

即
ち
国
際
政
治
過
程
に
お
い
て
は
、

少
数
支
配
の
超
克
を
目
的
と
す
る
被
支
配
多
数
の
主
体
的
条
件
形
成
と
、
支
配
の
維
持
を
目
的
と
す

る
支
配
少
数
自
体
の
条
件
形
成
が
競
合
錯
綜
す
る
。

そ
の
う
ち
特
に
後
者
に
関
し
て
云
え
ば
、
そ
の
条
件
形
成
の
一
つ
の
場
が
外
交
過
程

で
あ
る
。
も
と
よ
り
外
交
過
程
は
国
際
政
治
過
程
そ
の
も
の
で
あ
り
得
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
は
国
際
政
治
過
程
の
一
個
の
主
要
な
構
成
部

分
を
形
成
し
、
支
配
の
維
持
を
目
的
と
し
て
そ
れ
自
身
主
体
的
な
条
件
形
成
を
行
う
帝
国
主
義
列
強
の
個
別
的
性
格
が
具
体
的
に
現
出
す

る
場
で
あ
る
。
ま
き
に
こ
の
よ
う
な
意
味
関
連
に
お
い
て
外
交
過
程
の
研
究
が
帝
国
主
義
研
究
に
お
け
る
独
自
の
領
域
を
形
成
し
得
る
の

で
あ
る
。
他
面
に
お
い
て
、
帝
国
主
義
の
外
交
過
程
は
、
本
質
的
に
そ
の
過
程
か
ら
被
支
配
多
数
を
排
除
す
る
。
帝
国
主
義
外
交
が
常
に

代
を
形
成
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
大
戦
は
、
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
形
態
の
推
移
の
法
的
な
具
体
的
表
現
で
あ
る
秘
密

協
定
と
単
独
講
和
に
む
け
て
の
秘
密
接
触
、
秘
密
交
渉
の
連
続
で
あ
っ
た
。

云
う
ま
で
も
な
く
、
秘
密
協
定
と
単
独
講
和
は
共
に
結
合
形

態
の
強
化
と
解
消
を
目
的
と
す
る
。

こ
れ
ら
は
ま
た
、
戦
争
継
続
の
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
大
戦
で
、
別
な
手
段
を
も
っ
て
す

る
戦
争
の
継
続
と
し
て
の
単
独
講
和
の
現
象
が
現
出
し
た
こ
と
は
特
に
留
意
さ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。



現
在
の
研
究
段
階
に
お
い
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
国
際
政
治
過
程
の
研
究
は
進
ん
で
い
る
と
は
云
い
難
い
。

旧
く
か
ら
み
ら
れ
た

国
家
主
義
的
見
地
か
ら
の
戦
争
責
任
論
は
も
は
や
み
ら
れ
な
い
と
し
て
も

l
l但
し
現
在
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ

l
論
争
に
お
い
て
も
そ
の
後
遺

症
は
認
め
ら
れ
る
秘
密
協
定
と
単
独
講
和
の
問
題
を
、
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
形
態
の
推
移
に
基
く
少
数
支
配
の
構
造
変
化
に
関
連

す
る
も
の
と
し
て
考
察
す
る
課
題
は
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

秘
密
協
定
と
単
独
講
和
の
問
題
は
、
戦
争
の
全

体
化
と
最
初
の
社
会
主
義
国
家
建
設
が
行
わ
れ
る
過
程
と
し
て
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
帝
国
主
義
戦
争
の
性
格
規
定
に
無
関
係
で
は
あ
り

得
な
い
。

こ
の
問
題
を
含
め
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
国
際
政
治
過
程
の
研
究
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
確
か
に
、
従

に
も
か
か
わ
ら
ず

「トルコJFHt，講和l問題」

来
の
帝
国
主
義
研
究
で
経
済
決
定
論
の
比
重
が
古
向
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

だ
が
そ
れ
の
み
な
ら
ず
こ
の
領
域
に
お
け
る
研
究
が
遅
れ
て
い

る
の
は
、
従
来
の
帝
国
主
義
研
究
が
、
帝
国
主
義
の
少
数
支
配
の
事
実
の
強
調
の
み
で
満
足
し
、

や
や
も
す
れ
ば
国
際
政
治
過
程
に
お
け

る
外
交
過
程
の
研
究
を
敢
え
て
軽
視
、
否
、
蔑
視
し
て
い
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
国
際
政
治

過
程
の
研
究
に
お
い
て
は
、
今
後
、
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
条
件
、
条
件
の
変
化
と
そ
れ
に
基
き
結
合
形
態
の
推
移
に
関
し
、
個
々
の
事

例
に
即
し
て
考
察
を
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
小
論
は
、

だ
が
、
上
述
の
課
題
を
直
接
的
に
果
す
も
の
で
も
、

単
独
講
和
と
秘
密
協
定
の
問
題
を
全
て
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。

こ
こ
で
は
上
述
の
問
題
提
起
を
ふ
ま
、
え
つ
つ
、
第
一
次
世
界

大
戦
の
国
際
政
治
過
程
に
現
わ
れ
た
そ
れ
自
体
は
極
め
て
些
細
な
現
象
で
あ
る
一
個
の
「
単
独
講
和
問
題
」
を
扱
う
。

こ
の
「
問
題
」
は

帝
国
主
義
列
強
の
結
合
形
態
に
直
接
の
変
化
を
及
ほ
す
こ
と
な
く
終
っ
た
性
格
上
、

む
し
ろ
国
際
政
治
過
程
の
規
定
的
要
因
に
も
な
り
得

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
は
一
個
の
単
独
講
和
交
渉
に
至
る
秘
密
接
触
の
過
程
で
現
れ
た
帝
国
主
義
列
強
相

互
の
特
異
な
錯
綜
関
係
の
一
つ
の
事
例
が
あ
る
。
即
ち
こ
の
小
論
に
お
け
る
主
要
な
関
心
は
、
単
独
講
和
（
不
）
成
立
の
要
因
で
は
な
く
、

3 

む
し
ろ
そ
の
過
程
に
現
れ
た
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
形
態
の
内
的
状
況
の
一
断
面
で
あ
る
。
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第
一
次
世
界
大
戦
二
年
目
の
秋
九
月
、
北
欧
の
中
立
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
外
相
グ
レ
ー
に
対
し
て
、
交
戦
敵
国

ト
ル
コ
の
単
独
講
和
に
関
す
る
極
め
て
奇
妙
な
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
報
告
者
は
公
使
ホ
ワ
ー
ド

何
回
g
h
v
t
司
王
山
曲
目

出
。
君
白
『
品
。

そ
の
内
容
は
こ
れ
を
要
す
る
に
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
駐
剖
ト
ル
コ
公
使
ム
ス
タ
フ
ァ
・
シ
ェ
キ
ブ
・
ベ
イ

と
一
五
う
に
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
特
に
一
九

O
八
年
の
青
年
ト
ル
コ

g
z田
Z
P
の｝回巾｝ユゲ∞
3『

が

協
商
諸
国
に
対
す
る
自
国
の
単
独
講
和
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
、

党
の
革
命
以
来
、
英
仏
を
圧
し
た
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
ト
ル
コ
進
出
と
、

一
九
一
四
年
八
月
二
日
の
独
土
秘
密
同
盟
に
も
か
か
わ
ら
ず

な
お
中
立
を
維
持
し
続
け
て
い
た
ト
ル
コ
が
同
年
一
一
月
の
初
に
結
局
独
填
側
に
立
っ
て
参
戦
す
る
に
は
、

「
ト
ル
コ
国
籍
」
の
ド
イ
ツ

巡
洋
艦
に
よ
る
ロ
シ
ア
黒
海
沿
岸
砲
撃
の
既
成
事
実
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ま
た
ド
イ
ツ
が
ト
ル
コ
に
期
待
し
た
の
が
、
軍
事
面
に
お
け
る

ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
・
ボ
ス
フ
庁
ラ
ス
海
峡
の
封
鎖
と
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
対
す
る
「
神
聖
戦
争
」
宣
言
の
効
用
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま

関
し
て
云
え
ば

一
九
一
五
年
一
二
・
四
月
の
英
仏
露
秘
密
協
定
（
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
）
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
ロ

た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
協
商
国
側
に
関
し
て
は
、
交
戦
敵
国
と
な
っ
た
ト
ル
コ
を
、

「
フ
サ
イ
ン
・

マ
ク
マ
オ
ン
協
定
」
や

「
サ
イ
ク
ス
・
ピ
コ
協
定
」
等
で
分
割
せ
ん
と
す
る
戦
後
構
想
の
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
つ
と
に
著
名
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
小
論
に

シ
ア
は

そ
の
垂
挺
あ
た
わ
ざ
る
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
（
イ
ス
タ
ン
プ
ー
ル
）
と
「
海
峡
」

の
獲
得
を
英
仏
よ
り
保
障
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
上
述
の
ホ
ワ

l
ド
報
告
に
先
立
つ
僅
か
六
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
即
ち
こ
こ
に
み
ら
れ
る
ト
ル
コ
の
三
国
同
盟
と
三
国
協
商

の
聞
の
存
在
は
、
ト
ル
コ
が
一
方
に
お
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
列
強
の
帝
国
主
義
の
客
体
と
し
て
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
あ
り
、
他
方
で
は

「
神
聖
戦
争
」
の
名
に
お
い
て
動
員
し
得
る
（
と
考
、
え
ら
れ
た
）
被
抑
圧
民
族
を
か
か
え
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
主
義
で
あ
る
性
格
を
よ
く
一
市



す
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

一
九
一
五
年
の
戦
局
は
、
決
定
的
な
様
相
を
も
た
な
か
っ
た
が

一
般
的
に
独
填
側
に
有
利
に
展
開
し

た
。
西
部
戦
線
で
は
基
本
的
に
は
依
然
と
し
て
腰
着
状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
東
部
戦
線
で
は
二
月
に
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
東
プ
ロ
イ
セ
ン

の
完
全
回
復
が
行
わ
れ
、
要
都
プ
ル
シ
ミ
ス
ル
が
一
時
ロ
シ
ア
軍
の
手
に
落
ち
た
も
の
の
、

七
月
、
独
填
軍
が
夏
季
大
攻
勢
を
開
始
す
る

や
ロ
シ
ア
軍
は
後
退
に
後
退
を
重
ね
、

既
に
八
月
五
日
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
同
二
五
日
に
は
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
フ
ス
ク
が
放
棄
さ
れ
、

ノ、、

ノレ

ト
海
沿
岸
方
面
で
も
八
月
一
八
日
に
は
コ
ヴ
ノ
が
、

九
月
一
八
日
（
即
ち
ホ
ワ

l
ド
報
告
到
着
二
日
後
）
に
は
ヴ
ィ
ル
ナ
が
攻
略
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
ト
ル
コ
が
直
接
国
境
を
接
す
る
バ
ル
カ
ン
で
は
、

ホ
ワ

l
ド
報
告
の
時
点
で
は
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
も
ル
ー
マ
ニ
ア
も
な
お
中
立

「トルコ単独講和問題」

を
維
持
し
て
お
り

カf

ロ
シ
ア
と
の
直
接
連
絡
を
目
的
と
す
る
英
仏
の
ガ
リ
ポ
リ
作
戦
は
腰
着
状
態
の
ま
ま
な
お
続
行
中
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
ヶ
月
後
に
は
状
況
は
急
変
す
る
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
独
填
側
へ
の
参
戦
に
続
い
て
セ
ル
ビ
ア
は
中
欧
側
に
席
巻
さ
れ
首
都
ベ
オ
グ
ラ

ー
ド
は
陥
落

ベ
ル
リ
ン
か
ら
ヴ
ィ

i
ン
を
経
て
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
に
至
る
直
接
連
絡
線
が
初
め
て
完
成
し
た
。
逆
に
協
商
側
は

ガ
リ
ポ
リ
作
戦
を
完
全
に
放
棄
せ
ざ
る
を
得
ず
（
一
九
二
ハ
年
一
月
）
英
・
仏
・
露
の
直
接
結
合
は
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

一
五
年
九
月
に
お
け
る
ト
ル
コ
単
独
講
和
は
、
少
く
と
も
軍
事
上
の
側
面
に
お
い
て
協
商
側
の
歓
迎
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
九

ト
ル
コ
が
戦
線
か
ら
離
脱
す
れ
ば
「
海
峡
」
を
通
じ
て
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
英
仏
の
軍
事
援
助
は
可
能
と
な
り
、

イ
ン
ド
兵
の
ス
エ
ズ
運

河
通
航
は
完
全
に
保
障
さ
れ
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
戦
線
と
ア
ル
メ
ニ
ア
戦
線
か
ら
解
放
さ
れ
る
兵
力
は
東
西
両
戦
線
に
お
け
る
協
商
側
の
増

強
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
問
題
は
政
治
的
側
面
に
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
英
仏
が
保
障
を
与
え
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
と

「
海
峡
」

の
獲
得
を
放
棄
で
き
る
か
。
英
仏
は
別
な
る
対
露
保
障
で
ロ
シ
ア
と
の
結
合
関
係
を
維
持
せ
ん
と
す
る
の
か
。
ト
ル
コ
は
そ
の

首
都
「
海
峡
」
を
失
っ
て
も
単
独
講
和
締
結
に
至
り
得
る
か
。

し
か
し
て
、
ト
ル
コ
に
お
い
て
は
単
独
講
和
へ
の
前
提
が
形
成
さ
れ
て
い

5 

た
の
か
。

陸
相
エ
ン
ヴ
ェ
ル
・
パ
シ
ャ
の
下
に
あ
る
親
ド
イ
ツ
派
の
政
治
指
導
が
親
英
仏
派
に
と
っ
て
代
わ
る
可
能
性
は
存
在
し
得
る
の
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か
。
そ
も
そ
も
こ
の
「
ト
ル
コ
単
独
講
和
」
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
奈
辺
よ
り
出
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ホ
ワ

l
ド
報
告
を
み
る
に
明
ら
か
な
如
く
、
そ
の
情
報
源
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
駐
剖
公
使
内
固
定
槌
で
あ
っ
た
。

い
ま
少
し
詳
し
く
こ
れ

を
み
る
に
、
内
田
よ
り
ホ
ワ

l
ド
が
得
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
交
戦
国
と
し
て
の
ト
ル
コ
の
将
来
に
関
し
て
甚
だ
悲
観
的
な
シ
ェ
キ
ブ
は
、

た
と
え
戦
争
が
独
填
側
の
勝
利
に
終
る
と
し
て
も
ト
ル
コ
は
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
破
滅
を
防
ぐ
の
は
協
商
諸
国
と
の
単
独
講
和
以

れ

こ
れ
が
シ
ェ
キ
ブ
を
し
て
単
独
講
和
の
可
能
性
を
示
唆
せ
し
め
た
こ
と
が
一
応
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
を
伝
え
た
。

ホ
ワ

i
ド
は
シ
エ

外
に
な
い
、

と
確
信
し
て
い
る
。
協
商
諸
国
が
ト
ル
コ
と
の
単
独
講
和
交
渉
に
入
る
意
志
を
有
す
る
か
否
か
確
報
を
得
た
い
。
も
し
、
協

商
諸
国
に
お
い
て
そ
の
意
志
あ
り
と
す
れ
ば
、

か
れ
シ
ェ
キ
ブ
は
そ
の
個
人
的
に
関
係
の
深
い
ド
イ
ツ
駐
剖
ト
ル
コ
大
使
と
連
絡
を
と
り
、

本
国
に
働
き
か
け
る
考
え
で
あ
る
。
必
要
あ
れ
ば
自
ら
ベ
ル
リ
ン
に
赴
く
用
意
あ
り
、

云
々
。
こ
れ
に
続
い
て
ホ
ワ

l
ド
は
グ
レ
ー
に
対

し
て
、
シ
ェ
キ
ブ
の
ト
ル
コ
単
独
講
和
へ
の
示
唆
が
全
く
個
人
的
な
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
も
の
に
よ
る
の
か
は
内
田
の
情
報

で
は
不
明
で
あ
る
こ
と
、
但
し
、

ホ
ワ
ー
ド
自
身
は
シ
ェ
キ
プ
が
現
在
に
至
る
ま
で
本
国
の
青
年
ト
ル
コ
党
に
何
ら
の
好
意
を
も
有
し
て

い
な
い
こ
と
は
確
言
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
故
、
今
回
の
件
の
背
後
に
、
本
国
に
お
け
る
反
青
年
ト
ル
コ
党
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
推
定
さ

し
て
、

キ
ブ
に
よ
り
示
唆
さ
れ
た
単
独
講
和
の
可
能
性
を
そ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
し
な
い
ま
で
も
、
シ
ェ
キ
ブ
の
反
青
年
ト
ル
コ
党
の
態
度
に
着
目

か
れ
と
本
国
の
親
英
仏
露
線
の
結
び
つ
き
を
推
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ト
ル
コ
単
独
講
和
の
最
大
の
問
題
が
大
戦
前
か
ら
つ
と
に
著
名
な
露
土
の
対
立
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
「
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
に
お
い
て
協
商
側
三
国
が
ト
ル
コ
の
犠
牲
の
上
に
そ
の
帝
国
主
義
的
結
合
を
強
化
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
や
に
で



あ
る
。

ホ
ワ

l
ド
報
告
を
、
つ
け
て
グ
レ
ー
が
ま
ず
ロ
シ
ア
外
相
サ
ゾ
ノ
フ
の
態
度
を
打
診
し
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

九
月
一
七
日
午
後

ペ
ト
ロ
グ
ラ

l
ド
へ
大
使
ブ
キ
ャ
ナ
ン
宛
訓
令
が
発
信
さ
れ
、
ホ
ワ

l
ド
報
告
の
内
容
に
つ
き
サ
ゾ
ノ
フ
の
見
解
を
求
め
る
よ
う
命
ぜ

ら
れ
た
。
グ
レ
ー
は
こ
の
訓
令
に
お
い
て
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
が
ま
ず
サ
ゾ
ノ
フ
に
確
信
さ
れ
る
べ
き
事
項
と
し
て
二
点
を
挙
げ
る
。
第
一
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ホ
ワ

l
ド
は
、
英
仏
露
三
国
間
に
「
秘
密
に
保
た
れ
て
い
る
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
と
海
峡
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア

に
対
す
る
約
束
」
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
、
第
二
、
し
か
し
て
グ
レ

l
自
身
、

こ
の
「
約
束
」
に
反
す
る
が
如
き
政
策
を
と
る
意
志
を

有
し
な
い
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
グ
レ
ー
と
し
て
は
サ
ゾ
ノ
フ
に
対
し
、
三
月
の
保
障
を
破
棄
す
る
考
え
の
な
い
こ
と
と
、

ス
ト
ッ
ク
ホ

「トルコ単独講和問題J

ル
ム
で
の
接
触
の
過
程
で
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
の
存
在
が
明
る
み
に
出
る
恐
れ
の
な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
た
上
で
、

ロ、ン

ア
が
は
た
し
て
ト
ル
コ
単
独
講
和
の
交
渉
に
入
る
用
意
が
あ
り
や
否
や
、
又
、
そ
の
条
件
如
何
を
打
診
し
た
の
で
あ
る
。
仮
に
ロ
シ
ア
が

ト
ル
コ
単
独
講
和
を
自
ら
必
要
と
し
な
い
ま
で
も
こ
れ
を
歓
迎
す
る
態
度
に
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
英
仏
と
し
て
は
ト
ル
コ
に
対
し
て
「
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
を
如
何
に
処
理
す
る
か
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
首
都
と
「
海
峡
」
の
割
譲
を
前
提
と
す
る
単
独
講

和
に
ト
ル
コ
が
入
り
得
な
い
の
は
あ
ま
り
に
も
明
白
で
あ
る
。
如
何
な
る
形
態
に
お
い
て
露
土
聞
の
対
立
点
は
調
整
さ
れ
得
る
の
か
。

然
し
て
、
三
国
協
商
側
で
最
も
弱
体
で
ド
イ
ツ
と
の
単
独
講
和
の
可
能
性
の
強
か
っ
た
の
が
ロ
シ
ア
で
あ
る
。

バ
ル
ト
海
と
ダ

l
ダ
ネ

ル
ス
・
ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
海
峡
で
英
仏
と
の
直
接
の
連
絡
を
切
断
さ
れ

ロ
シ
ア
の
軍
事
能
力
は
戦
争
が
進
む
に
つ
れ
日
々
低
下
し
て
い
た
。

そ
の
軍
需
工
業
の
た
ち
遅
れ
と
国
外
か
ら
の
武
器
弾
薬
補
給
線
の
切
断
が
ロ
シ
ア
軍
の
戦
闘
力
と
そ
の
士
気
に
如
何
に
強
く
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
か
は
ロ
シ
ア
駐
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
パ
レ
オ
ロ

l
グ
が
克
明
に
記
録
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
国
内
に
お
け
る
革
命
的
状
況
の
進

展
、
戦
線
に
お
け
る
戦
力
の
低
下

ロ
シ
ア
の
三
国
協
商
か
ら
の
離
脱
の
風
評

i
lこ
れ
ら
が
、
英
仏
を
し
て
例
え
ば
一
九
一
五
年
に
お

7 

い
て
は
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
の
如
き
新
た
な
条
件
形
成
に
よ
り
結
合
を
強
化
し
、

ロ
シ
ア
が
ド
イ
ツ
と
の
単
独
講
和
に
入
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ら
ん
と
す
る
を
阻
止
せ
ん
と
の
態
度
を
と
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
既
に
一
九
一
五
年
の
初
頭
以
来
、
独
露
単
独
講
和
の
接
触
が
繰

り
返
し
行
わ
れ
て
い
た
。
特
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
海
運
業
の
指
導
的
地
位
に
あ
り
独
露
の
上
層
部
に
関
係
の
深
い
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
仲
介
と

す
る
事
例
が
著
名
で
あ
る
。
か
つ
ま
た
ド
イ
ツ
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
革
命
的
状
況
形
成
の
目
的
で
、
例
え
ば
コ

l
カ
サ
ス
の
少
数
民
族
と
、

あ
る
い
は
ロ
シ
ア
革
命
党
各
派
と
の
接
触
を
進
め
て
い
た
。

」
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
て
ロ
シ
ア
外
相
サ
ゾ
ノ
フ
が

ロ
シ
ア
側
か
ら

の
先
き
の
三
月
の
保
障
を
放
棄
し
て
も
ト
ル
コ
と
の

（
ひ
い
て
は
ド
イ
ツ
と
の
）
単
独
講
和
を
歓
迎
す
る
か
否
か

こ
れ
が
グ
レ
ー
の
最

っ
た
ト
ル
コ
公
使
は
、
こ
れ
は
（
即
ち
、
こ
の
内
田
の
考
え
は
）
ま
さ
に
か
れ
自
身
の
見
解
で
も
あ
る
と
答
え
、

（
内
田
に
対
し
て
）
連

ら大
れの
たl関
0 －心

事
で
あ
っ
た

同
様
の
訓
令
は
同
時
に
パ
リ
に
向
け
て
大
使
パ
ー
テ
ィ
に
も
発
信
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
反
応
打
診
が
命
ぜ

と
こ
ろ
で
、

ホ
ワ

l
ド
報
告
の
内
容
が
奇
妙
な
の
は
、
報
告
内
容
に
関
す
る
限
り
そ
こ
に
現
わ
れ
た

「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
の
イ

ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
が
奈
辺
に
あ
る
か
が
判
然
と
し
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
上
述
の
ブ
キ
ャ
ナ
ン
宛
訓
令
の
決
定
過
程
で
既
に
イ

ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
る
ほ
ど
ホ
ワ

l
ド
は
そ
の
報
告
に
お
い
て
、
情
報
源
が
内
田
に
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
て
い
る
。
然
し
て
問
題
は
、
報
告
中
に
あ
る
「
内
田
は
（
シ
ェ
キ
ブ
に
）
か
れ
の
見
解
と
し
て
、

い
ま
ト
ル
コ
を
救
う
こ
と
の
で

き
る
唯
一
の
方
法
は
、
連
合
国
側
と
の
単
独
講
和
に
あ
り
と
考
、
え
る
と
述
べ
た
。

（
こ
れ
に
対
し
て
）
か
れ
自
身
久
し
く
和
平
論
者
で
あ

し
た
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
で
ホ
ワ

l
ド
報
告
を
検
討
し
た
担
当
官
は
、
大
胆
に
も
逆
に
、

こ
れ
は
内
田
個
人
の
シ
ェ
キ
ブ
に
対

ム
ロ
国
政
府
が
こ
の
方
向
に
即
し
て
何
ら
か
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
る
か
否
か
（
か
れ
ホ
ワ

l
ド
に
）
打
診
す
る
よ
う
求
め
た
」

の
個
所
に
あ
っ
た
。

こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
キ
ブ
の
言
動
は
如
何
な
る
程
度
ま
で
ト
ル
コ
公
使
の
和
平
へ
の
意
志
と
対
英
接
触
要

請
を
代
弁
し
て
い
た
か
。

ホ
ワ

l
ド
が
そ
の
個
人
見
解
で
、
本
件
の
背
後
に
あ
る
い
は
本
国
の
反
青
年
ト
ル
コ
党
の
グ
ル
ー
プ
あ
り
、
と



す
る
働
き
か
け
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
担
当
官
覚
書
に
云
う
。

「
ホ
ワ

l
ド
氏
自
身
、

一
九
一
四
年
の

（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
け

る
）
外
交
使
節
に
つ
い
て
の
報
告
の
中
で
、
シ
ェ
キ
ブ
・
ベ
イ
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
少
し
と
し
な
が
ら
も
、

日
本
公
使
た
る
内
田
氏
に

関
し
て
は
〈
仕
事
が
な
い
と
き
に
は
落
ち
着
い
て
は
お
ら
れ
な
い
程
の
活
発
な
精
神
の
持
主
で
あ
る
〉

多

田

出

回

n件
目
司
巾
自
ぽ
【
同
市
内
問
屋
由
ロ

耳目

H
C
F
F
『

巾

田

仲

芝

市

三

F
与
え
君
。
品
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
本
件
は
む
し
ろ
後
者
（
内
田
）
の
作
品

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
云
々
。
グ
レ

i
は
外
務
省
内
の
こ
う
し
た
見
解
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
な
お
か
つ
、
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
の
対
露
保

（。ほ－
n芯
ロ
印
刷
岡
市
悶
悶
」
と

障
の
再
確
認
を
前
提
に
ロ
シ
ア
の
対
英
対
仏
結
合
関
係
に
変
化
あ
り
得
る
や
否
や
の
確
認
を
得
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ホ
ワ

「トルコ単独講和問題」

ー
ド
自
身
、
九
月
一
八
日
正
午
近
く
到
着
し
た
報
告
で

一
七
日
の
内
田
と
の
会
談
か
ら
、
今
回
の
「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
は
内
聞

と
伝
え
て
き
た
。
即
ち
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
担
当
官
の
大
胆
な
推
論
の
通
り
で

自
身
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
、

さ
ら
に
こ
の
会
談
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
内
回
の
働
き
か
け
に
応
じ
た
シ
ェ
キ
ブ
の
理
由
で
あ
る
。

あ
っ
た
。

そ
れ
は
シ
ェ
キ
ブ

が

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
の
独
露
共
同
管
理
案
を
基
礎
と
す
る
と
の
独
露
単
独
講
和
に
関
す
る
情
報
か
ら
ト
ル
コ
の
将
来
を
絶
望
的

な
も
の
と
み
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
も
、
こ
の
独
露
単
独
講
和
に
関
す
る
情
報
は
そ
も
そ
も
内
田
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
駐
剖
公
使
ネ
ク
リ
ユ

ド
フ
か
ら
得
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
シ
ェ
キ
ブ
に
伝
え
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
日
遅
く
入
っ
た
ホ
ワ

l
ド
か
ら
の
続
報
は
、

シ
ェ
キ
ブ
が
、
ド
イ
ツ
箪
の
ト
ル
コ
へ
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
通
過
を
認
め
た
と
す
る
ト
ル
コ
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
定
の
締
結
の
情
報
を
信
じ
て
打

と
伝
え
て
き
た
。
他
方
、
パ
リ
の
パ
｜

撃
を
受
け
て
お
り
、

こ
の
状
況
で
は
シ
ェ
キ
ブ
の
ベ
ル
リ
ン
行
は
全
く
の
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
、

テ
ィ
か
ら
一
八
日
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
い
ま
だ
そ
の
態
度
を
明
確
に
し
な
い
が
「
単
独
講
和
問
題
」
と
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」

と
報
告
が
入
っ
た
。
即
ち
、
フ
ラ
ン
ス

を
別
個
に
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
し
当
り
は
ロ
シ
ア
の
反
応
を
待
つ
態
度
で
あ
る
、

9 

外
務
省
は
こ
の
間
題
に
積
極
的
に
関
与
す
る
意
志
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



10 

九
月
一
五
日
の
グ
レ

l
宛
ホ
ワ

l
ド
報
告
の
内
容
は
一
日
遅
れ
て
公
使
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
よ
り
サ
ゾ
ノ
フ
に

も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
が
ホ
ワ

l
ド
の
一
日
遅
れ
で
内
田
か
ら
同
様
の
情
報
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ

ロ
シ
ア
の
態
度
は
ど
う
か
。

報
告
」

の
内
容
が
ト
ル
コ
単
独
講
和
す
べ
し
と
の
内
田
の
言
を
受
け
た
シ
ェ
キ
ブ
が
そ
れ
は
ま
た
か
れ
自
身
の
見
解
だ

と
応
じ
た
と
の

た
独
填
軍
の
セ
ル
ビ
ア
攻
撃
（
そ
の
目
的
は
ト
ル
コ
と
の
直
接
連
絡
線
の
確
保
）
に
直
面
し
て
、
ト
ル
コ
単
独
講
和
は
望
み
な
し
と
判
断

し
て
い
る
旨
を
伝
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
情
報
に
よ
り
サ
ゾ
ノ
フ
が
、
ト
ル
コ
単
独
講
和
の
可
能
性
な
し
と
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
可p

」

く
だ
り
に
至
る
ま
で
「
ホ
ワ
ー
ド
報
告
」
に
一
致
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
は
シ
ェ
キ
ブ
の
態
度
の
独
自
性
に
疑
惑

を
抱
き
、

サ
ゾ
ノ
フ
へ
の
続
報
で
、
格
別
に
切
れ
者
と
は
云
え
な
い
シ
ェ
キ
ブ
が
本
国
の
青
年
ト
ル
コ
党
の
パ
ッ
ク
も
な
い
外
交
官
と
し

て
万
事
が
消
極
的
に
行
動
し
て
い
る
状
況
で
、
単
独
講
和
へ
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
シ
ェ
キ
ブ

の
背
後
に
一
度
は
反
青
年
ト
ル
コ
党
の
グ
ル
ー
プ
を
推
定
し
た
ホ
ワ

i
ド
と
異
な
っ
て
、
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
は
、
こ
の
問
題
は
内
田
の
シ
ェ

キ
ブ
へ
の
働
き
か
け
の
結
果
と
み
る
も
、

そ
の
際
、
内
田
が
本
国
政
府
の
訓
令
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
は
疑
問
を
も
っ
。
む
し
ろ
か
れ
は
、

と
推
定
す
る
。
こ
こ
で
推
定
さ
れ

内
田
の
行
動
は
本
国
に
お
け
る
「
何
ら
か
の
影
響
力
を
有
す
る
」
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
、

て
い
た
の
は
内
田
の
背
後
に
あ
る
本
国
で
の
親
独
派
の
存
在
と
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
独
填
側
と
の
結
合
の
可
能
性
で
あ
る
。

こ
の
推
定
は

大
戦
中
の
内
田
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
け
る
日
独
単
独
講
和
秘
密
接
触
に
関
す
る
従
来
の
研
究
文
献
に
現
わ
れ
た
「
推
定
」
に
比
し
て

興
味
深
い
。
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
は
ま
た
他
方
で
、
シ
ェ
キ
ブ
が
こ
と
も
あ
ろ
う
に
ベ
ル
万
ン
の
ト
ル
コ
大
使
と
連
絡
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る

そ
れ
故
に
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
は
、
あ
る
い
は
こ
の
間
題
は
ド
イ
ツ
政
府
の
了
解
の
許
に
行
わ
れ
た
「
陰
謀
」

と
も
解
し
得
る
と
サ
ゾ
ノ
フ
に
伝
、
え
て
い
る
。
た
だ
か
れ
も
ホ
ワ
ー
ド
同
様
、

こ
と
に
最
大
の
疑
念
を
持
つ
。

こ
の
間
題
に
そ
れ
ほ
ど
の
重
要
性
を
認
め
な
い
こ
と
で

致
し
て
い
た
。
早
く
も
そ
の
翌
日
か
れ
は
、
シ
ェ
キ
ブ
自
身
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
よ
る
ト
ル
コ
鉄
道
の
「
占
領
」

の
報
と
目
前
に
追
っ
て
き



の
九
月
の
段
階
で
サ
ゾ
ノ
フ
が
ト
ル
コ
単
独
講
和
そ
の
も
の
を
歓
迎
し
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
そ
の
際
か
れ
が
、

「
コ
シ

ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
て
ま
で
単
独
講
和
に
入
る
考
え
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

む
し
ろ
こ
れ
を
否

定
的
に
み
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
が
得
た
サ
ゾ
ノ
フ
の
回
答
は

ロ
シ
ア
外
務
省
は
こ
の
間
題
に
何
ら

の
意
味
も
見
出
さ
な
い
こ
と
、
恐
ら
く
こ
れ
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ド
イ
ツ
公
使
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
出
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
こ
と
、

に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
報
じ
る
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
電
報
が
グ
レ
ー
に
も
た
〉
り
さ
れ
た
の
は
一
九
日
、
そ
の
翌
二

O
日
に
は
グ
レ
ー
か
ら
在
仏
在

と
の
訓
令
が
打
た
れ
た
。

露
大
使
に
続
い
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ホ
ワ

l
ド
宛
、
本
件
は
ド
ロ
ッ
プ
さ
す
べ
し
、

「トルコ単独講和問題」

こ
の
「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
が
信
を
置
く
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
う
し
て
英
仏
露
三
国
政
府
に
等
し
く
判
断
さ
れ

と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
お
い
て
は
内
田
の
シ
ェ
キ
プ
に
対
す
る
能
動
的
外
交
を
正
確
に
見
通
し
て
い
た
。

こ
の
「
問
題
」
は
然
し

て
当
初
よ
り
崩
れ
る
べ
く
し
て
崩
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
こ
に
現
わ
れ
た
外
交
戦
争
の
問
題
の
核
心
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
か
っ

た
。
グ
レ
ー
が
九
月
一
六
日
か
ら
二

O
日
ま
で
、
こ
の
「
問
題
」
に
よ
っ
て
、

「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
で
表
現
さ
れ
た
ト
ル

コ
分
割
政
策
と
単
独
講
和
問
題
で
必
然
的
に
生
ず
る
対
ト
ル
コ
「
講
和
政
策
」
を
如
何
に
調
和
さ
せ
る
か
の
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
を
迫

ら
れ
た
こ
と
は
、
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
形
態
の
前
提
が
如
何
に
流
動
的
で
あ
る
か
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
間
題
は
結
局
落
さ
れ
る

べ
く
し
て
落
さ
れ
た
と
は
云
え
、
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
関
係
が
内
蔵
す
る
矛
盾
対
立
の
過
程
で
、
交
一
戦
敵
国
と
の
単
独
講
和
の
問
題
が

交
戦
輿
国
と
の
秘
密
協
定
に
常
時
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
様
相
を
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
は
云
え
、
こ
の
「
問
題
」

の
核
心

は
な
お
そ
こ
に
の
み
存
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
問
題
は
｜
｜
次
に
考
察
す
る
如
く
｜
｜
イ
ギ
リ
ス
の
対
ロ
シ
ア
政
策
を
含
む
戦
時
外
交

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
な
る
次
元
に
存
し
た
の
で
あ
る
。

11 
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四

「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
が
内
田
の
能
動
的
積
極
外
交
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
も
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
内
田
の
モ
チ
ー
フ
の
所
在
に
つ
い
て
は
追
求
さ
れ
ず
に
終
っ
て
い
る
。

と

こ
ろ
で
こ
れ
を
解
く
鍵
は
一
応
内
田
の
シ
ェ
キ
ブ
と
の
関
係
に
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

両
者
の
親
交
は
ホ
ワ

l
ド
と
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
が

と
も
に
本
国
政
府
に
報
告
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
内
田
に
と
っ
て
シ
ェ
キ
ブ
は
、
国
際
法
上
交
戦
敵
国
で
あ
り
外
交
関
係
が
断
絶
し

て
い
る
独
壊
二
国
に
関
す
る
情
報
源
の
一
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
は
中
立
国
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
と
並

ん
で
交
戦
各
国
の
外
交
官
が
公
式
非
公
式
に
接
触
を
行
う
外
交
戦
争
の
最
前
戦
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
中
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
駐
剖
公
使

た
る
内
田
の
肩
に
は
独
岨
咲
か
ら
バ
ル
カ
ン
さ
ら
に
は
北
欧
の
情
報
収
集
の
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
公
使
の
職
は
以
前
か
ら

ル
ク
で
あ
る
。

リ
ン
ト
ベ
ル
ク
が
と
き
に
行
う
ド
イ
ツ
旅
行
は
、
内
田
に
と
っ
て
有
益
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
加
え
て
シ
ェ
キ
ブ
と
の
常
時

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
の
兼
任
で
あ
っ
た
が

き
ら
に

こ
れ
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
駐
剖
公
使
兼
任
で
あ
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
公
使
の
職
が
大
戦
中

に
内
田
の
兼
任
に
変
更
を
み
た
。
内
田
の
情
報
収
集
に
協
力
し
た
の
は
、

日
本
名
誉
領
事
を
務
め
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
富
豪
リ
ン
ト
ベ

接
触
は

シ
ェ
キ
ブ
の
性
格
と
ト
ル
コ
の
状
況
か
ら
か
な
り
制
約
さ
れ
た
も
の
と
は
云
え
、

一
つ
の
重
要
な
情
報
源
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
際
法
上
、

こ
の
二
公
使
の
母
国
は
微
妙
な
関
係
に
あ
っ
た
。
二
国
が
そ
れ
ぞ
れ
双
方
の
相
手
側
に
立
っ
て
参
戦
し
た
事
実
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
二
国
間
に
は
宣
戦
も
敵
意
も
戦
闘
行
為
も
存
在
せ
ず
、
国
際
法
上
所
謂
交
戦
状
態
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
他
面
、
大

戦
前
す
ら
二
国
聞
に
は
正
式
の
国
交
は
樹
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
即
ち
、
平
時
戦
時
を
問
わ
ず
、

二
国
聞
の
外
交
関
係
は
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
公
使
は
、
そ
の
住
居
が
同
一
建
物
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
内
回
の
日
記
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
常
時
会
合



会
談
を
重
ね
て
い
た
。

一
九
一
四
年
九
月
一
一
一
一
日
「
本
タ
土
耳
古
公
使
ト
共

。
同
】
市
門
担

一回）

一
行
キ
：
：
：
己
一

O
月
八
日
「
午
后
七
時
半
ヨ

リ
土
耳
古
公
使
及
書
記
官
ヲ
招
キ
晩
餐
ヲ
供
ス
己

一
二
月
五
日
「
午
后
七
時
半
ヨ
リ
冨
・

2
宮居市・

ω
品
2
ノ
晩
餐
会
ニ
行
ク
。
来
会
者

ハ
土
耳
古
公
使
。

rrv
∞
ミ
：
：
：
J

」
一
九
一
五
年
三
月
二
日
「
午
后
十
時
頃
土
耳
古
公
使
ヲ
訪
問
ス
J

」
三
月
三
一
日
「
土
耳
古
公
使
来

訪
、
填
国
公
使
会
見
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
通
ス
己
四
月
五
日
「
本
日
午
后
四
時
土
耳
古
公
使
館
ニ
於
テ
填
国
公
使
。

2
E
出
立
子
ト
会
談

ス
。
同
氏
ハ
日
本
ハ
此
際
独
逸
ニ
講
和
ス
ル
ノ
意
ナ
キ
ヤ
ト
間
フ
ニ
附
日
本
ハ
日
英
平
和
条
約
ノ
規
定
ニ
ヨ
リ
英
国
ト
別
ニ
講
和
出
来
ザ

ル
旨
ヲ
答
フ
己
四
月
九
日
「
午
后
三
時
三
十
分
頃
土
耳
古
公
使
来
訪
シ

ロ
曲
一
『
色
白
口
市
－
－

2山

ノ
件
ヲ
談
ス

ι
四
月
一
二
日
「
午
后
土
耳
士
口
公

「トルコ単独講和問題」

使
ト
会
談
ス
。
新
任
独
逸
公
使
∞
号
。
ロ
4
0口
問

何

回

同

公
使
来
訪
、
午
后
十
時
頃
ナ
リ
己
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
記
載
に
現
わ
れ
た
オ

i
ス
ト
リ
ー
－
ハ
ン
ガ
リ
ー
単
独
講
和
の
問
題
は
別

に
論
ず
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
外
交
戦
争
の
過
程
で
内
田
の
占
め
る
位
置
が
こ
と
の
ほ
か
重
か
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
止
め
る
。

こ
う
し
た
状
況
で
九
月
に
入
る
と
内
田
の
外
交
は
一
段
と
活
発
に
な
る
。
即
ち
「
ホ
ワ

l
ド
報
告
」
発
信
の
前
日
九
月
一
四
日
「
午
后

八
時
半
土
耳
古
公
使
ヲ
訪
問
ス
。
単
独
講
和
ヲ
勧
告
ス
。

公
使
大
ニ
同
意
ヲ
表
シ
必
要
ナ
レ
パ
独
逸
ニ
於
ケ
ル
土
国
公
使
ニ
相
談
ノ
上
実

行
ヲ
試
ム
ベ
シ
ト
附
ス
己
そ
の
翌
日
の
一
五
日
「
午
前
十
時
頃
、
英
国
公
使
ニ
電
話
ヲ
掛
ケ
正
午
十
二
時
我
公
使
館
ニ
テ
会
見
ヲ
約
ス
。

同
刻

Z
0
4司
由
『
【
由
来
館
ニ
付
、
土
国
ト
単
独
講
和
ノ
件
ヲ
相
談
ス
。
午
后
二
時
半
仏
国
公
使
ヲ
訪
問
シ
八
ユ
件
ヲ
相
談
ス
。
午
后
四
時
テ
ニ

ス己

「
ホ
ワ

l
ド
報
告
」
に
現
わ
れ
た
「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
は
内
田
の
「
作
品
」
と
断
じ
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
判
断
の
正
確
さ

カf

こ
う
し
て
内
田
自
身
の
証
言
で
裏
付
け
さ
れ
る
の
で
あ
る
が

こ
こ
に
は
ま
だ
内
田
の
モ
チ
ー
フ
を
解
く
鍵
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。

い
ま
続
け
て
日
記
を
み
る
に
九
月
一
六
日
「
午
后
四
時
露
国
公
使

Z
呉
E
L
O
君

［

H
Z巾
r
z
z
L
0
4司
］
来
訪

土
耳
古
ニ
関
ス
ル
件
及

13 

独
逸
単
独
講
和
ノ
件
ニ
付
談
ス
心
九
月
一
七
日
「
午
前
十
一
時
四
十
分
頃
、
英
国
公
使
ニ
面
会
、

土
耳
古
公
使
何
時
ニ
テ
モ
伯
林
へ
向
ケ
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出
発
ノ
筈
ナ
ル
旨
ヲ
告
、
グ
。

八
ユ
件
ニ
関
ス
ル
用
談
。

人
ユ
公
使
ハ
既
ニ
本
件
ヲ
伊
国
公
使
ニ
告
ケ
タ
リ
ト
一
五
フ
。
午
后
仏
国
公
使
来
訪
ス
、

伊
国
公
使
来
訪
ニ
付
人
エ
件
ノ
顛
末
ヲ
談
ス
。
午
后
八
時
半
土
耳
古
公
使
ヲ
訪
問
セ
ル
ニ
八
ユ
公
使
〔
数
字
判
読
不
可
能
〕
独
逸
ガ
セ
ル
ビ
イ

ャ
、
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
ヲ
経
由
シ
土
耳
古
ニ
軍
隊
ヲ
送
ル
報
知
ヲ
得
テ
此
際
土
耳
古
ヨ
リ
単
独
講
和
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ハ
全
ク
絶
望
ナ
ル
由
語
ル
。

本
件
ニ
付
テ
ハ
互
ニ
秘
密
ヲ
約
シ
テ
去
ル
己
上
述
の
ホ
ワ

l
ド
と
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
の
本
国
宛
報
告
に
も
現
わ
れ
て
い
た
シ
ェ
キ
ブ
が
自
ら

単
独
講
和
は
不
可
能
と
認
め
た
の
は
九
月
一
七
日
午
后
八
時
半
の
内
田
と
の
会
談
に
お
い
て
で
あ
る
。

九
月
一
八
日
「
午
前
十
一
時
五
十

分
頃
英
国
公
使
ヲ
訪
問
シ
土
耳
古
公
使
ト
昨
夜
会
談
ノ
次
第
ヲ
告
グ
。
英
公
使
ハ
本
件
ヲ
此
僅
ニ
シ
テ
後
日
形
成
変
化
ノ
時
再
ビ
利
用
ス

ル
ノ
余
地
ヲ
止
メ
置
ク
ベ
シ
ト
答
ヘ
タ
リ
。

千
后
四
時
半
頃
露
国
公
使
ニ
面
会
人
ユ
件
ヲ
告
ゲ
尚
帰
途
伊
国
公
使
ヲ
訪
問
、
ン
本
件
ヲ
告
ゲ
タ

ル
一
一
、
右
ハ
土
耳
古
公
使
ガ
其
責
任
ヲ
逃
ガ
ル
ル
為
此
言
ヲ
為
シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
云
へ
リ
。
仏
国
公
使
ハ
不
在
ニ
テ
面
会
〔
数
字
判

読
不
可
能
〕
。
本
件
ノ
顛
末
ヲ
本
省
へ
報
告
ス
。
午
后
七
時
ヨ
リ
例
ノ
通
リ
会
見
ス
〔
意
味
不
明
〕
陽
子
ト
九
時
半
頃
伊
国
公
使
ノ
許
ニ
行

キ
ゲ
Z
L
m巾
ヲ
ヤ
ル
。
午
前
一
時
頃
帰
宅
ス
J

」
上
述
の
通
り
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
が
サ
ゾ
ノ
フ
へ
の
報
告
の
中
で
、
内
田
の
背
後
に
あ
る
い
は

政
府
外
部
の
有
力
筋
あ
る
か

と
推
定
し
て
い
る
が

こ
れ
は
内
田
が
こ
の
「
問
題
」

の
「
顛
末
」
を
外
務
大
臣
に
報
じ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
判
じ
て
も
誤
認
と
云
え
よ
う
。

日
記
に
明
ら
か
な
如
く
、
シ
ェ
キ
ブ
自
身
が
ト
ル
コ
単
独
講
和
は
見
込
み
な
し
と

い
ず
れ
に
せ
よ
、

認
め
て
い
る
態
度
を
報
告
す
る
英
露
二
公
使
の
情
報
源
は
等
し
く
内
田
で
あ
り
、
こ
の
「
問
題
」
を
め
ぐ
る
英
仏
露
の
外
交
過
程
は
終
始

一
貫
し
て
内
田
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
け
る
「
活
発
な
精
神
」
よ
り
出
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

だ
が
前
述
の
如
く
こ
の
「
問
題
」

が
な
お
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
く

の
前
の
午
餐
中
の
シ
ェ
キ
ブ
へ
の
「
勧
告
」
が
グ
レ
ー
を
し

い
わ
ん
や
内
田
の
「
テ
ニ
ス
」

て
サ
ゾ
ノ
フ
に
「
打
診
」
せ
し
む
る
ほ
ど
効
力
を
有
し
た
、

と
の
事
実
の
指
摘
で
満
足
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、

こ
の
外
交
戦
争
の

モ
チ
ー
フ
は
奈
辺
に
存
す
る
の
か
。



五

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
け
る
交
戦
各
国
公
使
聞
の
外
交
戦
争
に
現
わ
れ
た
様
相
は
、
内
田
日
記
に
も
あ
り
あ
り
と
伺
え
る
如
く
で
あ
る

カミ

こ
れ
が
帝
国
主
義
列
強
の
結
合
形
態
の
流
動
的
状
況
の
先
端
的
現
象
で
あ
る
こ
と
は
、
云
う
を
待
た
な
い
。

こ
の
よ
う
に
一
個
の
行

動
（
例
え
ば
内
田
の
ト
ル
コ
公
使
へ
の
「
勧
告
」
）
が
他
の
行
動
（
例
え
ば
英
外
相
の
露
外
相
へ
の
「
保
障
確
認
」
）
に
連
鎖
反
応
を
引
き
起

す
の
は
、
帝
国
主
義
に
お
け
る
少
数
支
配
の
結
合
形
態
の
緊
密
性
と
相
互
対
立
関
係
に
基
く
。
然
し
て
、
内
田
の
シ
ェ
キ
ブ
に
対
す
る
「

「トルコ単独講和問題」

問
題
」
の
原
点
と
し
て
の
行
為
、
即
ち
、
グ
レ
ー
を
し
て
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
の
妥
当
性
と
有
効
性
に
危
倶
の
念
を
抱
か

せ
る
直
接
の
要
因
で
あ
る
内
田
「
勧
告
」
が
行
わ
れ
た
所
以
は
、

だ
が
ト
ル
コ
単
独
講
和
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は

実
は
既
に
引
用
し
た
内
田
の
日
記
に
お
い
て
、

ホ
ワ

l
ド
と
の
会
談
内
容
を
再
現
す
る
項
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
が
（
即
ち
ホ
ワ

l
ド
と

の
会
談
で
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
て
い
る
が
）
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
と
の
そ
れ
に
明
白
に
現
わ
れ
て
い
る
（
即
ち
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
に
は

一
件
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

九
月
一
六
日
の
日
記
に
お
け
る
「
土
耳
古
ニ
関
ス
ル
件
及
独
逸
単
独
講
和
ノ

言
及
し
て
い
る
）

件
ニ
付
談
ズ
」
の
条
（
前
出
一
三
頁
参
照
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
こ
に
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
単
独
講
和
政
策
に
か
か
わ

る
問
題
の
一
端
が
現
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
単
独
講
和
問
題
と
は

一
に
は
特
に
独
露
単
独
講
和
問
題
で
あ
り
、
二
に
は
そ
れ
へ
の
前
提

と
し
て
又
は
付
随
的
に
若
し
く
は
独
自
の
現
象
と
し
て
現
わ
れ
る
日
独
単
独
講
和
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
を
め
ぐ
る
外
交
過
程
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
単
独
講
和
の
問
題
が
併
せ
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
に
お
い
で
す
ら
サ
ゾ
ノ
フ
へ
の
報
告
に
記
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
僅
か
に
「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
は
ベ
ル
リ

15 

ン
か
ら
発
せ
ら
れ
た
ド
イ
ツ
政
府
の
「
陰
謀
」
か
と
推
定
し
て
い
る
個
所
（
前
出
）
が
、
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
に
対
す
る
内
田
の
「
独
逸
単
独
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講
和
ノ
件
」
の
所
在
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
。
グ
レ
ー
も
ま
た
政
策
決
定
に
当
り
、
専
ら
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
協
定
」
と
の
関
連
性

を
問
題
に
し
た
。

た
だ
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
に
関
す
る
限
り
、

日
記
の
記
載
に
は
「
土
耳
古
」
が
「
独
逸
」
と
並
ん
で
現
わ
れ
て
い
る
。

即
ち

内
田
の
行
動
範
囲
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
に
関
す
る
限
り
「
土
耳
古
」
が
「
独
逸
」
と
共
に
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
前
者
は
後
者
と
の
関
連
で

存
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
解
く
鍵
は

こ
の

「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
に
並
行
し
て
展
開
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
対
日
接
近
政
策
に

あ
っ
た
。

即
ち

一
九
一
五
年
九
月
の
内
田
の
行
動
は
、
独
露
単
独
講
和
の
秘
密
接
触
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
日
独
接
触
の
過
程

で
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
歩
進
め
て
云
え
ば
、
内
田
の
「
勧
告
」
は
日
独
接
触
の
一
所
産
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
国
協
商
側
に
立
っ
て
参
戦
し
て
い
た
日
本
が
、
大
戦
中
執
槻
に
試
み
ら
れ
た
ド
イ
ツ
の
接
近
政
策
を
完
全
に
拒
絶
で
き
な
か
っ
た
の

は
、
大
戦
終
結
の
際
に
孤
立
す
る
危
険
を
避
け
る
べ
く
、
如
何
な
る
形
態
で
あ
ろ
う
と
も
そ
れ
が
全
面
講
和
に
連
な
る
と
考
え
ら
れ
る
限

り
ド
イ
ツ
の
単
独
講
和
に
無
関
心
だ
ら
ざ
る
を
得
な
い
日
本
帝
国
主
義
の
結
合
形
態
の
弱
体
性
に
基
く
。
ド
イ
ツ
が
ロ
シ
ア
と
並
ん
で
日

本
を
そ
の
単
独
講
和
の
客
体
に
選
択
し
た
の
は

こ
の
日
本
の
弱
体
な
結
合
関
係
を
一
つ
の
手
が
か
り
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
対
日

本
単
独
講
和
政
策
に
お
い
て
は
非
公
式
の
外
交
ル

l
ト
の
外
に
、
東
ア
ジ
ア
に
強
く
利
害
関
係
を
有
す
る
ド
イ
ツ
金
融
界
や
重
工
業
界
さ

戸田｝

ら
に
は
海
運
業
界
な
ど
が
も
っ
対
日
ル

l
ト
が
活
用
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
一
九
一
五
年
七
月
に
始
ま
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ヴ
ァ

i

ブ
ル
ク
銀
行
頭
取
マ
ッ
ク
ス
・

M
・
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
冨

Z
忌・
4
〈
号
宮
円
m
の
内
田
と
の
接
触
で
あ
っ
た
。
内
田
日
記
七
月
一

O
日
「
午

前
十
一
時
独
逸
入
者
向
吉
高
ナ
ル
者
来
訪
ス
。

日
本
公
債
利
子
払
ノ
件
ニ
付
高
橋
男
へ
相
談
ヲ
依
頼
セ
リ
J

」
七
月
一
六
日
「
国
間
B
l

宮
『
m
ノ
銀
行
家
宅

zrz『
ぬ
ノ
件
ニ
付
本
省
へ
公
信
ヲ
発
ス
J

」
戦
争
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
公
債
利
子
支
払
は
行
わ
れ
（
一
九
一
五
年

一
月
）
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
そ
の
後
不
履
行
と
な
っ
た
た
め
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
の
打
診
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ

て
生
ず
る
日
独
接
触
ル

l
ト
が
ド
イ
ツ
の
対
日
接
近
政
策
の
中
で
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

ヴ
ァ

i
ブ
ル
ク
を
介
し
て
の
接
近
が
行
わ



れ
た
の
は
、
こ
の
公
債
利
子
支
払
問
題
で
特
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
日
露
戦
争
期
の
日
本
銀
行
副
総
裁
高
橋
是
清
と
の
関
係
を
生
か
す

ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
の
「
回
想
録
」
と
高
橋
是
清
の
「
自
伝
」
に
も
明
ら
か
な
如
く
、

意
図
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

』
の
両
者
の
関
係
は

日
露
戦
争
中
第
一
回
公
債
の
半
分
五
百
万
ポ
ン
ド
を
単
独
で
引
受
け
た
米
国
金
融
界
の
ヤ
コ
プ
・
シ
フ
の
仲
介
で
生
じ
た
。
そ
れ
以
来
両

者
は
「
商
売
を
離
れ
て
談
ず
る
」
程
の
親
交
関
係
に
あ
っ
た
。
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
の
シ
フ
を
介
し
て
の
対
日
関
係
の
深
さ
は
、

一
九
一
四
年

日
本
中
立
維
持
に
努
力
す
る
ド
イ
ツ
政
府
が
こ
の
目
的
で
ヴ
ァ

l
フ
ル
ク
を
介
し
シ
フ
に
対
日
働
き
か
け
を
要
請
し
た
ほ
ど
深
い

｛
似

ω）

も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
ド
イ
ツ
が
そ
の
対
日
単
独
講
和
政
策
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
の
（
と
り
わ
け
野

八
月
、

「トルコ単独講和問題」

党
に
あ
る
と
は
云
え
な
お
財
界
で
指
導
的
地
位
を
占
め
る
高
橋
是
清
と
の
）
関
係
に
期
待
を
か
け
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
内
田
と
の
接

触
を
終
え
た
日
ヴ
ァ
！
ブ
ル
ク
は
外
務
次
官
チ
ン
メ
ル
マ
ン
宛
て
の
報
告
で
「
私
は
こ
の
方
法
（
利
子
払
問
題
）
で
か
れ
（
内
田
）
と
の

接
触
（
の
ル

l
ト
）
を
打
立
て
た
。
今
後
か
れ
が
私
に
伝
う
べ
き
こ
と
あ
れ
ば
そ
の
機
会
は
い
つ
に
で
も
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
己
と

自
信
満
々
に
語
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
内
田
が
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
に
示
唆
し
た
如
く
、
遅
く
と
も
約
二
ヶ
月
後
に
は
高
橋
是
清
か
ら
の

回
答
が
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
こ
う
し
て
成
立
し
た
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
と
内
聞
の
ル

l
ト
を
活
用
し
て
、
対
日
接
近
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増
し
、
翌
年
一
九
一
六
年
三
月
末
に
は
さ
ら
に
ル

l
ル
重
工
業
の
シ
ュ
テ
ン
ネ
ス
を
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
送
り
込
ん
で
、

Aωω

－
 

遂
に
日
独
公
使
レ
ベ
ル
の
秘
密
接
触
へ
と
発
展
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
内
田
が
シ
ェ
キ
ブ
に
「
単
独
講
和
ヲ
勧
告
」
し
た
の
は
こ
う
し
た

背
景
を
も
っ
て
で
あ
り
、

そ
れ
は
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
に
対
し
て
高
橋
是
清
か
ら
の
回
答
が
も
た
h

わ
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
当
っ
て
い
た
。

内
田
の
「
勧
告
」
の
直
接
的
契
機
は
、
そ
の
前
日
九
月
二
二
日
に
名
誉
領
事
リ
ン
ト
ベ
ル
ク
か
ら
得
た
情
報
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

内
田
日
記
九
月
二
二
日
「
午
后
三
時
半
名
誉
領
事
ピ
邑
宮
高
来
訪
ス
。
露
国
及
独
国
旅
行
中
ノ
見
聞
ヲ
談
ズ
己
そ
の
際
、
東
部
戦
線
に

17 

お
け
る
ド
イ
ツ
の
進
出
が
談
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ド
イ
ツ
の
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
状
況
に
関
連
し
て
ト
ル
コ
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
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た
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
内
田
が
来
る
べ
き
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
と
の
接
触
で
日
独
関
係
が
談
じ
ら
れ
る
前
に
ド
イ
ツ
の
同
盟
国
ト
ル

コ
の
態
度
を
打
診
し
て
お
く
必
要
を
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
内
田
は
ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
ド
イ
ツ
潜
水
艦
に
よ
っ
て
防
害
さ
れ
た
ス
ウ

一回－

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
と
交
渉
中
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
経
済
界
と
の
接
触
は
決
し
て
拒
絶

ェ
ー
デ
ン
鉄
鉱
石
の
対
日
輸
出
問
題
解
決
の
た
め
、

す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
面
か
ら
も
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
と
の
次
の
接
触
に
お
い
て
、
高
橋
是
清
か
ら
の
回
答
が
ド
イ
ツ
の
欲
す
る

内
容
（
利
子
支
払
問
題
を
超
え
て
何
ら
か
の
日
独
接
近
へ
の
手
が
か
り
を
示
唆
す
る
内
容
）

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、

か
つ
シ
ェ
キ
ブ

へ
の
「
勧
告
」
が
何
ら
か
の
プ
ラ
ス
の
反
応
を
も
た
ら
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

さ
ら
に
積
極
的
外
交
を
展
開
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
も
と
よ
り
内
田
の
活
動
が
基
本
的
に
は
大
戦
中
の
消
極
的
な
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
枠
外
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

主」
F

さ
に
内
田
の
態
度
は
、

そ
の
枠
組
の
内
部
で
新
た
な
る
日
本
の
結
合
関
係
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
点
に
お
い
て
、
中
国
に
お
け
る
帝

国
主
義
的
進
出
に
よ
り
孤
立
化
の
危
険
に
直
面
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
外
交
の
一
な
る
表
現
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

へ
の
反
応
同
様
、

だ
が
し
か
し
「
勧
告
」

二四一

日
本
政
府
か
ら
も
た
通
わ
さ
れ
た
高
橋
是
清
の
回
答
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
と
も
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
直

接
の
問
題
た
る
公
債
利
子
支
払
に
関
し
て
は
即
刻
の
履
行
は
不
可
能
と
回
答
さ
れ
、

さ
ら
に
ド
イ
ツ
側
の
期
待
し
た
日
本
か
ら
の
単
独
講

和
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
何
ら
の
手
が
か
り
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
内
田
は
こ
の
九
月
一
四
日
に
発
信
さ
れ
た
ヴ
ァ
1

ブ
ル
ク

に
対
す
る
電
丈
の
内
容
を
、
「
勧
告
」
へ
の
反
応
が
出
る
の
を
待
っ
た
上
で
九
月
一
九
日
（
又
は
二

O
日
）
に
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
に
通
告
し
た
。
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
の
チ
ン
メ
ル
マ
ン
に
対
す
る
報
告
は
九
月
二

O
日
の
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
の
対
日
接
近
は
す
で
に
触
れ
た

如
く
続
け
て
行
わ
れ
た
。
先
の
七
月
の
会
談
で
、
大
戦
後
再
び
日
本
は
ド
イ
ツ
金
融
市
場
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
と
一
言
を
強
め
、
こ
の

面
か
ら
も
公
債
利
子
支
払
履
行
の
必
要
性
を
説
く
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
を
日
本
側
は
拒
否
出
来
な
か
っ
た
。
九
月
の
高
橋
是
清
回
答
が
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
出
た
後
に
も
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
は

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ド
イ
ツ
公
使
館
付
商
務
官
で
あ
る
実
弟
フ
リ
ッ
ツ
と
共
に
対
日
接
触
を
推



進
、
表
面
上
は
金
融
業
務
に
関
し
な
が
ら
、
本
質
的
に
は
ド
イ
ツ
の
単
独
講
和
政
策
の
中
で
の
対
日
接
近
を
試
み
て
い
た
。
内
田
日
記
一

九
一
六
年
一
月
四
日
「
午
后
四
時
巴
吋
・
者
号

z
a［リ
F
－
王
者
問
宮
高
］
来
訪
ス
。

在
独
正
金
預
金
ニ
関
ス
ル
件
並
ニ
平
和
条
約
ニ

一
月
一
五
日
「
午
后
五
時
半
巴
司
・
巧
号
言
品
来
訪
ス
心
平
和
条
約
と
は
単
独
講
和
を
指
し
、
こ
の
二
日
の
会
談
で
日
独

単
独
講
和
が
談
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
政
府
に
提
出
さ
れ
た
フ
リ
ッ
ツ
・
ヴ
ァ

l
ブ
ル
ク
の
長
文
の
覚
書
が
示
す
通
り
で
あ
る
。

付
談
話
ア
リ
己

..... ，、、

「トルコ単独講和問題」

こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
一
五
年
九
月
一
五
日
の
「
外
相
グ
レ

l
宛
公
使
ホ
ワ

l
ド
報
告
に
現
わ
れ
た
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
は
、
公

使
内
固
定
槌
が
、
ド
イ
ツ
の
対
日
単
独
講
和
政
策
の
展
開
過
程
で
示
し
た
一
つ
の
対
応
の
産
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
い
ま
こ
れ
を

要
約
す
る
に
、
九
月
一
三
日
の
名
誉
領
事
リ
ン
ト
ベ
ル
ク
か
ら
の
情
報
を
基
に
ト
ル
コ
公
使
シ
ェ
キ
ブ
と
の
接
触
に
お
い
て
「
単
独
講
和

ホ
ワ
ー
ド
、
ネ
ク
リ
ュ
ド
フ
以
下
の
協
商
側
外
交
官
と
協
調
し
つ
つ
、

「
勧
告
」
に
対
す
る
反
応
が
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
出
た

ヲ
勧
告
」
し
、

後
、
）
七
月
一

O
日
接
触
の
継
続
と
し
て
、
公
債
利
子
支
払
履
行
問
題
を
媒
介
に
九
月
一
九
日
（
又
は
二

O
日
）
、
ヴ
ァ
！
ブ
ル
ク
に
対
し
て

本
国
か
ら
の
回
答
を
伝
達
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
国
際
政
治
過
程
に
お
い
て
、
独
露
・
独
日
の
新
た
な
る
結
合
形
態
へ
の
条
件
形

成
の
試
み
が
不
完
全
な
が
ら
現
わ
れ
て
い
る
の
が
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
過
程
が
同
時
に
、
グ
レ
ー
を
し
て
一
九

五
年
三
月
の
新
た
な
る
結
合
関
係
の
強
化
の
後
に
l

1
重
ね
て
英
露
の
結
合
形
態
の
再
確
認
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
形
成
し
た
の

P
M） 

「
ト
ル
コ
単
独
講
和
問
題
」
は
崩
れ
る
べ
く
し
て
崩
れ
た
と
は
云
え
、
そ
し
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
、

で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
現
わ
れ
た

個
の
関
係
、
即
ち
独
の
対
日
対
露
と
英
の
対
露
関
係
に
お
け
る
新
た
な
結
合
条
件
形
成
へ
の
動
き
が
、
そ
れ
自
体
国
際
政
治
過
程
に
直
接

19 

影
響
を
及
ぼ
す
規
定
的
要
因
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
と
は
云
え
、
こ
う
し
た
事
例
に
お
い
て
す
ら
現
出
し
て
い
る
帝
国
主
義
列
強
の
結
合



節
で
要
約
さ
れ
る
諸
問
題
に
関
し
と
り
あ
え
ず
次
の
文
献
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。

江
口
朴
郎
「
ド
イ
ツ
帝
国
と
ト
ル
コ
」

（
一
九
三
八
）

20 

形
態
の
流
動
性
へ
の
指
向
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
小
論
は
そ
の
具
体
的
様
相
の
一
端
を
示
そ
う
と
し
た
一
つ
の
試
み

で
あ
る
。

こ
う
し
た
少
数
の
多
数
に
対
す
る
帝
国
主
義
支
配
体
制
の
結
合
形
態
の
流
動
性
は
、
ま
た
そ
の
脆
弱
性
の
逆
の
表
現
で
あ
る
。

こ
こ
に
多
数
の
少
数
に
対
す
る
反
帝
国
主
義
運
動
の
主
体
的
条
件
形
成
の
一
つ
の
契
機
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

i主

（

1
）
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ト
ル
コ
と
ト
ル
コ
を
め
ぐ
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
帝
国
主
義
を
総
括
的
に
論
じ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
な
お
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
小

『
江
口
朴
郎
著
作
集
』
第
二
巻
『
帝
国
主
義
と
ロ
シ
ア
草
命
』

（
西
川
正
雄
編
）
青
木
書
店

一
九
七
五
刊
、

一
一
四
｜
一
一
ご
真
。
同

「
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
中
東
政
策

l
ア
ジ
ア
・
ト
ル
コ
分
割
に
関
す
る
γ

サ
イ
ク
ス
・
ピ
コ
条
約
に
つ
い
て
の
覚
書
」



1
 ~1::: 

ば
さ
~
~
割
・
，
.
.
（
ば
世
田
還
謡
選
2
『
任
桜
ト
ト
：
：
－
－

-1マ
~·lEil盛E

~
ミE
~
禅
有
企
』
（
「
ト
：
入
ト
・
ト
ト
＝
－
~
困
重
量
~
法
制
維
制
mj拘

）
議
担
制
’

宅
困
，
同
縛
E；
堂
ヒ
ロ
』

同
ピ
ヨ

『
記
録
格
闘
辛

l隊
闘
長
｛
~

+1
有三’

~
1
-
1
0

・4
；可。
111
＊
：
二
：
「
阻
ト
？
入
ト
!_l
.;q
士
t-0
主主主，刑判都」

1
 ~+
1
1
 f芋’

I
］
~

1111+1 
1
 1ぐに
三
回
。
明
望
者
主
t¥G
雲
『
ι
会
n
G:;t:!'4iiAJ
製
迩
』
ト
7入
ト
裂
定
患
ぽ
在
’

1
 ~1

：：：長芋’
日阿古ぎ制
Illi::[:
’

A
!
'
V
'
 !l

；：，＿＂：－ト
Q
ム
亡
ミ
円
吉
~
~
傑

!l
や
ニ
ド
~

1
 ~+
1
1
 f字’
.¥Jill
r<i 
]¥ml(。

ー
〈
｜
同
0
3同年
4理
主
『
岳
民
型
車
ど
ぽ
』
逗
主
主
回
目
到
制
E恒’

Carl M
油
lmann,Deutschland

u
n
d
 die 
Turkei1913-1914,Berlin 

1929; 
ders., 
D
a
s
 deutsch-furkisch 

Waffenb"und-
ヤロ＂＂＂~

L
o
t
h
a
r
 
R
a
t
h
m
a
n
n
,
 Sto13richtung N

a
h
o
s
t
 1
9
1
4
・19

：
た
ペ
ト~i己1倒i勝

会
t
G
~

Weltkr伝
•ge
1914-1918, Leipzig 

1940. 
nis 
im 

d経
由
G

\t'il兵
斗
~

I. 
Weltkrieg, 

Berlin ・O
s
t
1
9
6
3
ヤ
ペ
心
。

18. 
Z
u
r
 Expansionspolitik 

des deutschen 
Jrnperialismus 

i
m
 

Ulrich 
T
r
u
m
p
e
n
e
r
,
 G
e
r
m
a
n
y
 a
n
d
 the O
t
t
o
m
a
n
 
Empire, 1914 -1918, 

Princeton, N
 _
 
J
 _
 
1968, p_21

・6
1
,
1
4
0
・166;
F
r
a
n
k
 

G_ W
e
b
e
r
,
 Eagles o
n
 the Crescent.

白
rmany,
Austria, a

n
d
 the Diplomacy of the 

Turkish 
Alliance, 1914

・
1918,
Ithaca 

1970, p_59-105.
込
長
時
。
れ
1-l'
斗
Geschichichte

u
n
d
 Gesellschaft. Zeitschrift fur Historische Sozialwお

senschaft,
Jg. l, 
H. 4: 

Imperialismus i
m
 
N
a
h
e
n
 u
n
d
 Mittleren 

Osten, 
G
泊ttingen

1975
斗
在
ぎ
怠
穂
程
似
A
l
e
x
a
n
d
e
r
Scholch, Wirtschaftliche 

「鰻藍ロ帯構題州首n

」ニ」
Durchdringung u

n
d
 
politische 

Kontrolle 
durch 
die 
europ五
ischen
M
通
chte
i
m
 O
s
m
a
n
i
s
c
h
e
n
 
R
e
i
c
h
 
(Konstantinopel, 

Kairo, Tunis) ;
 He
m
l
u
t
 
Mejcher, D

i
e
 
B
a
g
d
a
d
b
a
h
n
 als 
Instrument deutschen wirtschaftlichen 

Einflusses i
m
 O
s
m
a
-

nischen 
Reich; L
i
n
d
a
 
Schatkowski-

Schilcher, E
i
n
 Modellfall indirekter 

wirtschaftlicher 
Durchdringung. D

a
s
 Bei-

spiel 
Syrien; Paul Luft, Strategische 

Interessen 
u
n
d
 Anleihenpolitik 

Ru'Blands 
in 
Iran ~

を
担
保
S
坐
E
，
同
縦
!
l
~
い

t-0恒
L
干
さ
＼
斗

.;q士
子

~iii係
省
主

E；
盟
主
ぽ
掘
さ
合

Jピ
1lJ司
令
子
~..;:iG

~＋（；
t-0。

主
主
調
査
｛
同
斗
~
Jacob 
C
o
l
e
m
a
n
 Hurewitz, Diplomacy in 

the N
e
a
r
 a
n
d
 Middle East. A

 D
o
c
u
m
e
n
t
a
r
y
 Record, 1

5
3
5
・1956,
2
 vols., Princeton, N. J. 

1956, vol. 1, 
p.l・2,
7
・11.
議
馬

v・
4
C
N
 



22 

史
料
と
し
て
『
中
東
国
際
関
係
資
料
集
』

I

外
務
省
中
近
東
ア
フ
リ
カ
局

一
九
七
二
刊
が
あ
る
（
資
料
5
参
照
）
。
一
九
一
五
年
の
戦
局

に
つ
い
て
は
の
可
ニ
∞
。
a
r
m
s
司
と
F
M
3
F句
、
言
こ
さ
え
礼
申
杏
♂

F
S
L
E
E
S－司－
E
－E
G
山
∞
問
問
ニ

Z
Sミ
ピ

E
o－－
E
R
F
h除
雪
さ

（3
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
の
戦
争
目
的
政
策
に
お
け
る
所
謂
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
交
渉
に
つ
い
て
』

『
西
洋
史
学
」

一
O
一号、

一
九
七
六
刊

七

ミ

S
同
司
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－
さ
え
九
戸
吾
、
（
冨
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F
S号ロ

E

8
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Nロ－
N
S

上
村
達
雄
訳
『
第
一
次
世
界
大
戦
』
フ
ジ
出
版
社
一
九
七
六
刊

を
参
照
さ
れ
た
い
。

頁
註

5
参
照
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い
ま
内
田
定
槌
（
一
八
六
五
一
九
四
二
）
に
関
し
略
記
す
る
に
、
福
岡
県
小
倉
出
身
、
明
治
二
二
年
東
京
帝
国
大
学
法

科
大
学
卒
業
、
同
年
外
務
省
試
補
、
上
海
と
京
城
の
領
事
を
経
て
明
治
二
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
領
事
、
三
五
年
総
領
事
、

明
治
三
九
年
リ

オ
デ
ジ
ヤ
ネ
イ
ロ
弁
理
公
使
、
四

O
年
特
命
全
権
公
使
、

明
治
四
五
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
公
使
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
（
オ
ス
ロ
）
公
使
兼
任
、

大
正
六
年
コ
ペ
ン
ハ
｜
ゲ
ン
公
使
兼
任
、
大
正
七
年
帰
国
、
大
正
九
年
ト
ル
コ
へ
出
張
、

一
二
年
特
命
全
権
大
使
、
同
年
七
月
ま
で
在
任

同
七
月
外
務
省
を
辞
す
。
関
係
す
る
『
外
務
省
記
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に
は
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講
和
前
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述
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∞
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史
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大
正
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年
第
三
冊
（
一
九
六
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刊
）
が
あ
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。
ま
た
残
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れ
た
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記
（
東
京
都
渋
谷
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家
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）
は
重
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で
あ
る
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後
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）
。
な
お
退
官
後
は
外

交
評
論
家
と
し
て
『
外
交
事
報
』
に
寄
稿
し
て
い
る
。

（

4
）
 

。
『
⑦
可
件
。
∞
znF由＝
hg－
v。ロ円目。
P
∞命制》件。
E
F
2
4
H吋己
f
H由一戸町・
ω－H印司・
5
・L
己－

z。・
NHω
由
晴
、
・
。
・
匂
吋
iFNMWHL州
rhwhMWIN－

史
料
日
参
照
。

ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
回
想
録
は
の
g
『
問
。
∞
ロ
n
Z
E
P
ミ
司
足
骨
h
E
3
H
C
勾
R
h
h
h
a
b
E出
。
hb同『同
vhも『。
s
b
h九
円
〉
時
間

S
D立
F
M
g
r・－
Hh。足。＝

ENω

（色丹・
υ

ミ
同
宮
町
ミ
宮
凡
C
3
E
勾色～

snh回。『－
Z
E
N
S
・



Z
a
r
e
n
h
o
f
 

（凹）
M
a
u
r
i
c
e
 
Paleologue, L

a
 Russie des 

Tsars pendant la 
G
r
a
n
d
e
 
Guerre., 2

 tomes, Paris 
1
9
2
1
・
1
9
2
2
 (dt.: 
A
m
 

w
a
h
r
e
n
d
 d
句
協
伝
ltkrieges.
Tageb"ucher u

n
d
 Betrachtungen, 

2
 Bde., 2. 
Aufl. 
Miinchen 

1926). 

B
e
i
t
r
a
g
 n
a
c
h
 
russischen 

Quellen, 
B
e
r
l
i
n
e
r
 

(
 <D) 
.;-:::v-
竺
G
u
n
t
h
e
r
Frantz, 
Friedensfiihler 

bis 
E
n
d
e
 1915.
口
E
i
n

ersten 
Jahre 
des 
W
 eltkrieges, 

Monatshefte, Jg.11, 1933, S. 581
・599;
Rudolf Stadelmann, F

r
i
e
d
e
n
s
v
e
r
s
u
c
h
e
 
i
m
 

Historische Zeitschrift, Bd. 156, 1937, S. 485-
545 ~

己
ペ
心
；
V
苦
手
逗
悩
酪

-h-tC
ti
ト
干

F
，
入
斗
一
三
塁
~
c
総
量

~-k-J .；ごも T-0{
c
社
王
室
ぽ

O
s
t
e
n
 
1914-1918, H

Z
 

Revolutionierung 
u
n
d
 
Separatfrieden 

i
m
 

年
ノ
ペ
心
。
Fritz 
Fischer, D

e
u
t
s
c
h
e
 
Kriegsziele. 

F
r
a
n
k
f
u
r
t
/
M
.
 1964, 
S. 18
・

188, 1959, S. 
249-310, auch 

E
r
n
s
t
 W
.
 G
r
a
f
 Lynar, Hg., Deutsche Kriegsziele 1914-1918, 

83; 
ders., Griff 

n
a
c
h
 
der 
Weltmacht. Die Kriegszielpolitik 

des 
kaiserlichen 

Deutsch/and 1914-1918, 
Diisseldorf 1961, 

3. 
Aufl. 1964; 

E
g
m
o
n
t
 
Zechlin, Friedensbestrebungen 

u
n
d
 
Revolutionierungsversuche. D

e
u
t
s
c
h
e
 
Bern
泊
h
u
n
g
e
n
zur 

E
r
s
t
e
n
 
Weltkrieg, 

A
u
s
 Politik 
u
n
d
 Zeitgeschichte, 

B20, 1961, S. 269-288, B24, 1961, 
A
u
s
s
c
h
a
l
t
u
n
g
 
Ru'Blands 

i
m
 

「沼Eニ帯地414h『寸町会ム」
.
 
s. 
325
・337,
B25, 1961, 

S. 341-367, B20, 1963, S. 3-54, B22, 1963, S. 3
・47.

主
将
ト
ヤ
ト
，
λ
午
－
c
~
ま

11
E；
制
緩
斗
：
竺
~
c
：
；
＇
言
示
室
為
ペ
二
子
t:案

書
（
老
若
注
目
話
［
半
除
去

Ell
ピ
S
沼
二ι
γ
ト
S
宗
家
1
.;::::: 
I
~
 
I
 

イ
｜
〈
叶
j
>-< 
F
帯
主
さ
仰
i:i;
i
 .；：：：：：斗
i1
I
 

E戸
t
i
~
S
窪
寺
ト
詰
令
モ
；
主
去
五
年
J
－%
ト0
'

（ド）
Fischer, D

e
u
t
s
c
h
e
 
Kriegsziele; ders., Griff nach 

der 
Weltmacht; 

Zechlin, Friedensbestrebungen 
und 
Revolutionie -

北
J4隠
匿
：
れ

j 与
二
~
二
。

r
u
n
g
s
v
e
r
s
u
c
h
e
 

F. 
0. 371, 1915, 2491. 

(
 oo ). 
G
r
e
y
 to 
Bertie, London, S

e
p
t
e
m
b
e
r
 
17th, 1915, 3. 

p.m., tel. No. 2049. 

M
i
n
u
t
e
s
 
(132405). Sepcial distribution

，
め
d

（。）
M
 
F
司



電司円
。也

(;::) 
H
o
w
a
r
d
 to 
Grey, D. Stockholm, S

e
p
t
e
m
b
e
r
 
17th, 1915, 8.55 

p.m., R.11.15 
p.m. a
m
 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 
18th, tel. No. 1141, 

secret, 
ibd. 

（コ）
H
o
w
a
r
d
 to 
Grey, D. S

e
p
t
e
m
b
e
r
 
18th, 1915, 8.5 

p.m., R.11.50 
p.m., tel. No.1147, confidential, ibd. 

(
 ;:::! 
)
 Bertie 
to 
Grey, D. S

e
p
t
e
m
b
e
r
 
18th, 1915, 8.40 

p.m., R.11.15 
p.m., tel. No.669, ibd. 

1
 Jζ
斗
玄
ヤ
心
ト

1ト
入

I
'
(
~
~
材
輸

~
ト

lト
入
？
〈
求
総
奇
如
何
制

ill~患
.'.1~士

<-Ojiii;@I
E；
程
剣
（
I
 -F1Cr::'.叶

）
ヤ
ペ
二
~
ヤ

FJAJ~\'.JA11;.(-t
－＼誌や

..；－！。
内
，

E；
互
£
~
~
＝
~
炉
心

F
j
心
E;:
¥'.-1 

利
J..:-'.-?( lMID

ト
ト
ヤ
亡
き
~
~
E
;
:
F翌
二
子
手
ノ
長
崎
o
Archires diplomatiques, M

i
n
t
雪tere
des Affaires 

etrangeres, P
a
r
お，
l、louvell
serie ・Jap-

o
n
 (1896 -1911), vol. N.S. 9, 

11, 15, 22, 74; 
Nouvell serie・ 

Chine 
(1896 -191η

，
vol. N.S. 187, 

188, 189, 190. 
ミ］

__li$~予とて4

~
材
輸
ト
ト
子
会

E;:叶
~
ゐ
v
二
子
ド
ー
ミ
己
「
ド
二
千

-OE;:
¥'.-11) 

i:;:~；
；
田
口
や
二
年
J

）茶
色
｛
互
主
為
？
と
ニ
に
J初.；：：；

<-0
f
 JA
J
~
ヤ
’
~－S'ζ

心
。

（記）
N
e
k
j
u
d
o
w
 
an 
S
a
s
o
n
o
w
,
 Stockholm, 17. I

 4. 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1915, Tel. No.335, 

Die Internationalen B
e
z
i
e
h
u
n
g
e
n
 
i
m
 
Zeital -

fer 
des Imperial.お

mus.
D
o
k
u
m
eη
te 
a
u
s
 den 
Archiven 

der Zarischen 
u
n
d
 der Provisorischen Regierung, hg. von 

der 

K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 
b
e
i
m
 
Zentralexekutivkomitee 

der 
S
o
w
j
e
t
r
e
g
i
e
r
u
n
g
 unter 
d
e
m
 
V
o
r
s
i
t
z
 
von 
M
.
 N. P
o
k
r
o
w
s
k
i
.
 D
e
u
t
 -

sche 
Ausgabe, hg. von 

O
t
t
o
 
H
o
e
t
z
s
c
h
,
 R
e
i
h
e
 
2: Varn 

Kriegsausbruch 
b
お
Herbst
1915, 
Bd. 8
 /ii, 
Berlin 
1936, S
.
6
6
7
 

Nr. 723. 
~ド＇－

IJ
 E;: 

.p(怖
組
事
~
I
B
 Bd.8/ ii 

AJ
資
信
令
心
。
ぷ
~
f
J
S
材
料

E蝶
斗
や
二
件

J
：竺
~
*
1
~除
径
約
ζ

..；－！二
。

Ii］
何
同
~
「
ロ
，
入

ト
求
総
細
:t:''.:i<
.p
州
国
主
早
川
辺
、
ロ
ト
I'(
市
－

~
揺
さ
－
－
＼
）
去
話
芸
品
1£-V

令
。
怜
三
時
一」
『
走
引
再
三
:o
..；＜卦－＜
.p(
朴
控
室
ぽ
：
さ
塁
手
』
羽
rr］ド

I
 ~-\-l 
1
 :+' 
-¥-1111 
I
 I
 ~~:n~。

件
、
会
刊
ι
ト
モ
；
E
弱
者
~
ト

lト
入

I'(根
室
：
台
帳

＝＇：入
十
三
ミ
.
（-t.,.;:iE;:¥'.-1%

ト{O
i己
~
執
堕

~__l\11主
..；－！
E;: 
ti
ペ
J

S
尚
早
五
選
千
ノ
ベ
ト
(0°
Anatoly 
V. Nekl udow, 

Diplomatic 
Reminiscences before a

n
d
 during 
the 
World 
War, 1911-1917, 2.ed., 

L
o
n
d
o
n
 
1920. 

--¥.Iv-
.'.1モ

l'-;:,_--\J.g:ffi.'.1
や
ニ

ν~11-\-l
剤
一

I
J-¥-lj(fm(*1

偽
怪
物
ど
..；－！
ニ。



（苫）
N
e
k
l
j
u
d
o
w
 
an 
S
a
s
o
n
o
w
,
 Stockholm, 17. I

 4. 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 
1915, Tel. Nr. 339, 

I
B
 B
d
.
8
/
 ii, 
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Howard to Grey - (Received September 16.) 
(No. 1130. Secret.) 

(Telegraphic.) 
Stockholm, September 15, 1915. 

MY Japanese colleague informed me to-day that Turkish Minister here Chekib Bey, with whom he is on good terms, confided to him 
that he was very depressed about future of his country, as whichever side won in the war fate of Turkey seemed equally hopeless. Japanese Minister agreed, and stated as his opinion that the only thing that could save Turkey now would be to make separate peace with Allied Powers. Turkish Minister, who has for a long time back expressed himeself in favour of peace, said that this was also his 
opinion, and he asked the Japanese Minister to approach me with a view to finding out whether Allied Governments would entertain any proposal in this direction. Japanese Minister asked him whether he could pass on any message in this sense. He said that he personally 
could not, but that Turkish Ambassador at Berlin was a great personal friend of his, and that it might be done through him. If he knew any proposal for a separate peace was likely to be enterained, he would communicate with his Excellen·cy and, if necessary, go to Berlin 
to see him on the subject. Japanese Minister asked me whether I would take any action in the matter. 

I said I should of course report this conversation to you, and that he might tell Turkish Minister that I had done so, but that I could 
not say any more. ~nthe meantime there would be no harm in Turkish Minister communicating with Turkish Ambassador in Berlin with a view to discovering what he would or could do in case Allies were inclined to discuss terms; but it would have to be quite clearly 
understood that any proposal must come in the first instance from Turkey. I asked Japanese Minister to inform other representatives of Allied Powers of Turkish Minister's suggestion, and I have myself informed my French colleague, and will also inform Russian and Italian Ministers. 

I do not understand from Japanese Minister that Turkish Miniser's suggestion can be considered as anything but presonal; but I believe that he has never been in sympathy with the Young Turks, and it is just possible that party in Coustantinople which is hostile to them may be using him as an agent. 

I should be glad to know in due course what replay I may give Japanese Minister. (Repeated to Petrograd.) 



.st!.M II Oi4#M) 
Gray to Buchanan, Foreign Office, September 17, 1915, 3.15 p.m. 

No. 2139 

Mr. Howard's No. 1130. 

You should ascertain views of Miniser for Foreign Affairs. Minister for Foreign Affairs will understant that Mr. Howard is unaware of 

engagements to Russia about Constantinople and Straits which have been kept secret between Russia, France and ourselves, and that I 

am not suggesting any negotiations contrary to these engagements. 

Repeated to Paris No. 2048. 

i .9!*4 III ( ~i26#M) 
! Max M. Warburg an Jacob Schiff, (Hamburg, 12.) August 1914 
,,... 
• j\ 
;lllf 
fl 

Kuhn, Loeb u. Co. New York fiir Jacob Schiff. 

It is most important that Japan will remain neutral [.] [Could] you use your influence in this way [?] It could be [the] greatest 

blessing for the whole world. We are quite sure dass [sic] if Japan will keep neutral and England will declare that it will not fight in the 

far East [.] Germany will do dassebe [sic] stop [sic] In this way war could be confined to Europe instead of spreading over the whole 

world stop [sic] . 

[We] [are] telegraphing this to you as German Government has asked me to do so. 

American Ambassed or will try to work in the same way [.] 



g ~fl N Oi27#M) 
Max M. Warburg an Unterstaatssekretär Zimmermann 

Stockholm, 10. Juli 1915 
Durch Depeschenkasten 1 

Ganz vertraulich 1 

Sehr verehrter Herr Unterstaatssekretär 1 

Nach Rücksprache und in Übereinstimmung mit Herrn von Lucius nahm ich heute Veranlassung, den hiesign japanischen Gesandten 

aufzusehen. Ich erzählte ihm, dass meine Firma seinerzeit die erste gewesen sei, die japanische Obligationen in Deutsohland eingeführt 

habe. Das erste Anleiche-Geschäft wäre damals in Gemeinschaft mit den Engländern und Amerikanern gemacht worden, das zweite Mal 

sei dann noch die Deutsch-Asiatische Bank hinzugetreten. Mein Besuch habe den ausdrücklichen Zweck, ihn zu bitten, Baron Takahashi 

zu schreiben, dass ich es für schlechte Politik hielte, wenn der letzte und nächste Kupon der japanischen Anleihe nicht bezahlt werden 

würde. Im Januar habe man den Kupon bezahlt, den letztfälligen dagegen aus mir unbekannten Gründen nicht. Ich hätte Baron 

Takahashi als Freund Japans versprochen, ihn über alles zu unterrichten, was sein Land interessieren könne, und ich müsste sagen, dass, 

wenn Japan Wert darauf legt, später Japanische Obligationen wieder in Deutschland unterzubringen, es einen sehr guten Eindruck 

machen würde, wenn Japan, im Gegensatz zu den sehr schlechten Gewohnheiten der übrigen, uns feindlichen Länder, auch in 

Kriegszeiten seine Kupons weiterbezahlt. Könne man später auf diese Tatsache hinweisen, so würde Japans Kredit dadurch wesentlich 

verbessert werden. Nach meiner Auffassung brauche Japan in der Zukunft noch sehr viel Geld. Ich hätte zwar keine Ahnung, wie sich 

der deutsche Markt später japanischen Obligationen gegenüber verhalten werde, aber es könne Japan doch nicht passen, ausschliesslich 

auf England und Frankreich angewiesen zu sein; dass Japan in absehbarer Zeit kein Geld in Amerika bekommen würde, wäre doch sicher. 

Der japanische Gesandte wusste ganz genau Bescheid. Er versprach mir, Baron Takahashi zu schreiben und sich Antwort zu erbitten. 

Der Brief braucht, wenn er über Sibirien geschickt wird, drei Wochen, so dass bei prompter Antwort immerhin sechs Wochen bis zwei 

Monate vergehen können, bis ich von Japan etwas höre. Ich wiederholte dem Gesandten, dass ich ihm lediglich aus Freundschaft diese 

Mitteilungen mache, und er fasste es auch so auf. Er sagte mir, er möchte sehr gern mehr schreiben, aber die Russen öffnen die Post, 

obgleich sie offiziell immer versprechen, dass sie es nicht tun, und sich auch immer entschuldigten, wenn sie es getan hätten. Es wäre 



...... 
M 

sehr schwer, vertrauliche Sachen auf diesem Wege zu schreiben. Ich antwortete ihm, dass er auch lediglich diese rein sachlichen 

Mitteilungen Baron Takahashi machen solle. Es würde mich allerdings interessieren, zu erfahren, wie sich Baron Takahashi die Zukunft 

des Landes mit Bezug auf Steuerkraft u.s.w. vorstelle. 

Der Gesandte kam dann von selbst auf die allgemeine Lage zu sprechen und sagte folgendes: 

Wir bedauern, dass Japan gezwunden wurde, gegen Deutschland zu kämpfen. Wir mussten aber unseren Vertrag halten. Wir haben 

immer alle Verträge gehalten, auch die der Haager Konferenz. Unser Krieg ist praktisch zu Ende, wenn wir in der Theoire auch nicht 

eher Frieden schliessen könne, als bis der allgemeine Krieg vorbei ist. Wir haben keine Verpfichtung, in Europa zu kämpfen, und wir 

werden es auch nicht tun. 

Wir unterhielten uns dann über manche gemeinsame Bekannte. Er wird mir die letzte Statistik über die japanischen Finanzen 

schicken .. Ich habe ausdrücklich betont, dass mein Besuch lediglich auf Fürsorge für Japan und im Interesse meiner Kundschaft, die 

noch japanische Obligationen besässe, erfolgt sei. 

Der Gesandte erzählte mir noch, dass Baron Takahashi zur Opposition gehöre, allerdings in Finanzfragen und auch sonst sehr viel um 

Rat gefragt würde, was mir ja bekannt war. 

Aus den Gesichtern der Jaapner lässt sich ja nicht viel lesen. Bei diesem Mann stehe ich allerdings unter dem Eindruck, dass er nicht 

zu den bedeutenden Japanern gebört, jedenfalls kann er nicht in einem Atemzuge mit Baron Takahashi genannt werden. Ich erwarte 

nicht, dass Baron Takahashi, namentlich unter Berücksichtigung der Gefahr, dass die Briefe geöffnet werden, mir viel schreiben wird. 

Immerhin habe ich auf diesem Wege die Fühlung mit ihm hergestellt, und will er mir etwas sagen, so hat er ja jetzt die Gelegenheit dazu. 

Mit verbindlichen Grüssen 

Max Warburg 



~ ~*3f V (ji33#!m) 
Aufzeichnung Fritz Warburgs vom 16. Januar 1916 (Stockholm) 

Im Anschluß an meine frühre Unterhaltung mit Herrn 0 [ = Oushida = Uchida) habe ich demselben am Schluß meines 

diesmaligen Aufenthaltes in Stockholm die von ihm gewünschten Aufklärungen über die Beschlagnahme der Guthaben der Y.Sp.Bk 

( = Yokohama Specie Bank) an Hand der mir von Herrn Urbig [= Franz Urbig, Direktor der Disconto-Gesellschaft] gegebenen 

Erklärungen gegeben. 

Im Anschluß daran habe. ich dem Herrn auseinandergesetzt, in welcher Weise ich mir eine Kompensation seines Landes für die 

Wiedereinsetzung Deutschlands in den früheren Stand in Bezug auf das bekannte Territorium denken könnte. Herr 0. zeigte volles 

Verständnis für den Wert der fraglichen Kompensationen, besonders derjenigen, welche erst in einer späteren Zukunft von praktischen 

Wert sein könnten. Immerhin erschienen ihm angesichts der außerordentlichen Schwierigkeiten für seine Regierung, das fragliche 

Territorium wieder herzugeben, die, Kompensationen kaum ausreichend. Ich gab jedoch anheim, die Frage der Kompensationen auf 

dortiger Seite zu studieren µnd von dort Vorschläge zu machen, deren Durchfühbarkeit dann von uns zu prüfen wäre. 

Unverkennbaren Eindruck machte auf Herrn 0. der Gedanke .einer Art Option seines Landes auf eine Wiederbefestigung des 

kommerziellen Hafens T(singtau), falls dies später von seiner Seite gewünscht werden sollte, worüber ein besonderer Geheimvertrag zu 

machen wäre. 

Einen Artikel in der Frankurter Zeitung vom 7. Januar, in welchem ein Artikel einer japanischen Zeitung "Chaigu Ympo" 

[ = Chugai Nippo) wiedergegeben war, welcher in außerordentlich interessanter und klarer Weise die Bedeutung Deutschlands. für die 

Zukunft hervorhebt, habe ich Herrn 0. bei meiner letzten Unterhaltung, in welcher er mir die ihm behändigten Unterlagen betr. der 

Beschlagnahme der .Guthaben der Y.Sp.Bk. wiedergab, in englischer Ubersetzung zur Lektüre übergeben. Herr 0. versicherte wiederholt, 

daß eine sehr große Partei in seinem Lande auf gute Beziehungen zu uns nach dem Krieg den größten Wert lege, und daß er gleichfalls mit 

Entschiedenheit diese Ansicht vertrete. Augenblicklich müßten wir ja aber noch offiziell Feinde sein, und eine Einleitung von 

Verhandlungen wäre auch auf Grund der bekannten Abmachungen unmöglich. Ich gab ihm trotzdem anheim, doch persönlich mit 

denjenigen Herren die dort sich speziell mit den Beziehungen zu Deutschalnd beschäftigen, die Möglichkeiten eines befriedigenden 

Friedensvertrages zu untersuchen. Ich habe immer wiederholt darauf hingewies.en, daß hierfür eine befriedigende Lösung der 
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K[ iautschou] -Frage für uns von ausschlaggebender Bedeutung sei, und Herrn 0. Persönlich diese Frage ans Herz gelegt. 

Ich konnte bei der zweiten Unterhaltung, wo er unsere erste Unterhaltung rekapitulierte, mit Sicherheit konstatieren, daß er die von 

mir hervorgehobenen Gesichtspunkte absolut klar verstanden hatte, nämlich: 

Fukien, Schiffahrt auf dem Yangtse-Kiang, Hang Jang Eisenwerke, allgemeine Verständigung in China, wohlwollende Neutrali­

tät im Fall [eines] Konflikt[s] mit England oder zw[ischen] Japan und Deutschland[.) 

Er regte an Schluß noch die Shantung-Eisenbahn-Frage an, indem er fragte, ob wir die auch wieder haben wollten. Er meinte, wir 

müßten sie doch zurückkaufen, denn sie wären in den Vertrag Deutschlands mit China eingetreten. Ich erkläte, ohne mehr in der Sache 

informiert zu sein, schiene mir diese Auffassung merkwürdig, denn es handle sich ja gar nicht um Eigentum der d[eutschen] Regierung 

sondern, soviel ich wüßte, um das Privateigen!um einer Aktiengesellschaft, das nach dem Krieg derselben nach allgemeinen 

Rechtsbegriffen zurückgegeben werden müßte, wenn auch augenblicklich der Betrieb in den Händen der Eroberer wäre. Hierauf konnte 

Herr 0. nicht viel erwidern und erklärte auch seinerseits, nicht ganz genau über die Sache informiert zu sein. Immerhin scheint mir, daß 

vieileicht durch Entschädigung für Rückgabe der Bahn an die Gesellschaft eine Lösung der ganzen K.-Frage erleichtert werden könnte. 

Durch Weiterbeschäftigung mit der Shantung-Frage und Eingehen auf dieselbe konnte ich, falls gewünscht, Gelegenheit nehmen, 

nach einiger Zeit diese Unterhaltung mit Herrn 0. fortzusetzen, doch glaube ich, daß es richtig wäre, mindestens etwas damit zu warten, 

da ich doch annehme, daß Herr 0. die Frage schriftlich zu Hause aufnehmen wird, und dann frühestens innerhalb 8-12 Wochen 

eine Rückäußerung von dort vorliegen dürfte. 

Stockholm, den 16. Januar 1916 

Fritz 




